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未
来
に
向
か
っ
て

未
来
に
向
か
っ
て

　
決
意
晴
れ
や
か
に

　
決
意
晴
れ
や
か
に



二十歳のつどい
令和４年度

「
成
人
式
」
か
ら
名
称
を
改
め
、『
令
和

４
年
度
精
華
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
』
が
、

１
月
９
日
（
祝
・
月
）
に
け
い
は
ん
な
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
平
成
14
年
４
月
２
日
～

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

４
７
１
人
。
今
回
の
二
十
歳
の
つ
ど
い

は
、
対
象
者
自
ら
に
よ
る
実
行
委
員
会
が

結
成
さ
れ
、
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
杉
浦
町
長
は
式
辞
の
中
で
「
精
華
町
の

未
来
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
ま
ち
づ
く
り

の
主
人
公
と
な
っ
て
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
二
十
歳
の
皆
さ

ま
の
今
後
に
対
し
、
町
全
体
が
熱
い
期
待

を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
温
か
く
見
守
っ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
実
行
委
員
の
吉よ
し
田だ

朱あ
か
音ね

さ
ん

が
参
加
者
を
代
表
し
て
「
私
た
ち
は
二
十

歳
を
迎
え
ま
し
た
が
、
学
生
と
し
て
勉
強

中
の
人
、
就
職
を
し
て
仕
事
に
毎
日
奮
闘

し
て
い
る
人
、
ま
だ
将
来
の
夢
を
模
索
中

の
人
、
自
分
の
家
庭
を
支
え
る
立
場
と

な
っ
た
人
な
ど
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
や
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

杉
浦
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

実行委員に聞く『二十歳の決意』実行委員に聞く『二十歳の決意』
深尾 華さん
自由を上手に扱える大人になりたい
です。
山嵜 楓佳さん
大切なものを守ることができる人に
なる。
益満 葵さん
多くの人の頼りになれる存在、そし
て大切な人を守れる大人になる。
吉田 朱音さん
多くの人に信頼される立派な大人に
なる。
安河内 渚月さん
いつも自分の心に正直でいられる大
人になりたいです。
伊藤 美咲さん
心も美しく、どんな時も笑顔でいら
れる人になりたいです。

大園 拓夢さん
多くの人から必要とされる大人にな
る。
浅野 康生さん
周りから頼られる存在になりたいで
す。
久保田 悠さん
これからは自立し、様々な人の役に
立てるような大人になりたいです。
市川 航太郎さん
何事にも貪欲に挑戦し続ける姿勢を
持ちたいです。
高尾 智大さん
周囲の人たちに感謝し、誰かのため
に力を発揮できる大人になりたいで
す。

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
よ
り

　
　
　
新
成
人
と
な
っ
た
皆
さ
ん
へ

（写真前列左から） （写真後列左から）

立
場
は
違
い
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
は
多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で

い
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
参
加
者
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
た
友
人
た
ち
や
恩
師
と
会
話
や
写

真
撮
影
を
楽
し
み
、
旧
交
を
温
め
合
い
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
民
法
の

定
め
る
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

へ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
精
華
町

で
は
成
人
式
を
『
精
華
町
二
十
歳
の

つ
ど
い
』
と
名
称
変
更
し
、
従
来
通

り
二
十
歳
の
若
者
を
対
象
と
し
て
、

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
に
成
年
年
齢
に
到
達

さ
れ
ま
し
た
18
歳
・
19
歳
・
20
歳
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

は
成
人
と
し
て
、
社
会
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
持
つ
と
と

も
に
、
多
く
の
人
た
ち
と
支
え
合
い

な
が
ら
共
に
未
来
へ
と
歩
ん
で
い
か

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
前
途
に
幸
多
か
ら
ん
こ

と
を
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の
森
」
が

公
益
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動
協
議
会
第
55
回

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
団
体
は
平
成
15
年
の
結
成
以
来
、
図
書
館

や
小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
本
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
令
和
４
年
４
月
に
京
都
府
図
書
館

等
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
こ
う
し
た
功
績
を
た
た
え
る

も
の
で
す
。

　

は
た
ら
く
人
を
応
援
す
る
第
９
回
子
ど
も

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
：
読
売
新
聞
社
ほ

か
、
後
援
：
文
部
科
学
省
ほ
か
）
で
、
全
国

２
万
１
７
９
０
点
も
の
応
募
の
中
か
ら
精
華
台

小
学
校
３
年
生
の
藤
田
心こ

葉は

さ
ん
が
見
事
優
秀

賞
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
受
賞

子
ど
も
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

藤田さん おはなしの森の手嶋さん（中央）、福西さん（右）

石
田 

崇た
か
人と

さ
ん
（
精
華
中
３
年
）

　

�

第
１
０
６
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
リ

レ
ー
競
技
の
部

　

�

Ｕ
16
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
京
都
府

チ
ー
ム
第
１
走
出
場
）

平
田 

悠は
る
人と

さ
ん
（
精
華
中
３
年
）

　
�

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

53
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
男
子
三
段
跳
（
第

２
位
）

　
第
24
回
「
み
ど
り
の
小
道
」
環
境
日
記
コ
ン

テ
ス
ト
（
主
催
：
一
般
財
団
法
人
グ
リ
ー
ン
ク

ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
後
援
：
環
境
省
・
文
部
科
学

省
・
外
務
省
・
東
京
都
）
で
、
山
田
荘
小
学
校

か
ら
は
８
人
の
入
賞
が
あ
り
、
４
年
生
の
箱
井

菜
々
実
さ
ん
が
銅
賞
を
、
団
体
の
部
で
は
優
秀

賞
「
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン
奨
励
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
光
小
学
校
か
ら

は
11
人
の
入
賞
が
あ
り
、
団
体
の
部
で
金
賞

「
審
査
委
員
長
特
別
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
10
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
学
校
の
生
徒
た
ち
は
次
の
通
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
若
者
た
ち

環
境
日
記
コ
ン
テ
ス
ト
団
体
・
個
人
で
受
賞

石田さん（左）、平田さん（右）左から山田荘小学校の箱井さん、東光小学校の酒井さん、
渡部さん

おめでとう
ございます
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

　
令
和
４
年
度
精
華
町
議
会
定
例
会
12
月
会
議
で
、
川

村
智
さ
ん
の
教
育
長
へ
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
長
と
教
育
委
員
４
人
の
合

議
に
よ
り
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
と
い
っ
た
教
育
行
政
の
重
要
事
項
や
基
本
方
針
に
つ

い
て
協
議
し
、
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。

　
任
期
は
、
令
和
４
年
12
月
22
日
か
ら
令
和
７
年
12
月

21
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
令
和
４
年
度
精
華
町
議
会
定
例
会
９
月
会
議

で
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、
1
月
1
日
付
け
で

法
務
大
臣
か
ら
、
中
谷
悦え

つ
治じ

さ
ん
が
、
新
た
に

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
谷
さ
ん
は
、
12
月
末
で
退
任
さ
れ
た
清
水

誠
さ
ん
（
４
期
12
年
在
任
）
に
代
わ
っ
て
、
今

後
、
人
権
相
談
や
人
権
に
つ
い
て
意
識
や
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
任
期
は
、
令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

　
令
和
４
年
度
精
華
町
議
会
定
例
会
12
月
会
議

で
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、
福
田
一か
ず
仁ひ
と
さ
ん
が

公
平
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
平
委
員
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
町
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
や
町

職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分
を
審
査
し
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
職

務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
令
和
８
年
12
月
19
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

川
村
教
育
長
再
任

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

公
平
委
員
会
委
員
選
任 川村教育長

中谷 悦治さん
（柘榴地区）

福田 一仁さん
（東畑地区）

担当地区など 氏　名 南 石津　和枝 光台六丁目 中　　弘子

菱田 松阪　治彥 南 田畑　正子 光台七丁目 北﨑　和博

菱田 岡本　義次 祝園西一丁目 井上　喜代 光台七丁目 中川　重美

菱田 山野登美子 祝園西一丁目 幸重恵理子 光台八丁目 尾﨑麻由美

滝ノ鼻 田中　市子 中 松岡　　忍 光台九丁目 田中　幸代

中久保田 畠山　良子 東 西島　和代 南稲八妻 白畑　丈子

舟 岡田美由紀 東 河本弥栄美 南稲八妻 向井　明美

舟 古川　孝志 西北 安田千惠子 精華台一丁目 波々伯部宏彦

里 吉岡　武之 山田 岩本みどり 精華台一丁目
トチノキ 中島　朋彦

僧坊 髙岸　壽男 乾谷 杉島　　讓 精華台二丁目 古殿　弘美

僧坊 檀上　幸裕 柘榴 上村　晴彦 精華台二丁目
イングス 笹山　圭子

僧坊 藤田　綾子 桜が丘一丁目 有信　青俊 精華台三丁目 藤山美登里

旭 山田　光男 桜が丘二丁目 本部真理子 精華台四丁目 長谷川百合子

谷 大喜多宏美 桜が丘三丁目 小林　睦子 精華台四丁目 五十嵐範子

北稲八間 寺嶋　育子 桜が丘三丁目
エスペローマ 田村　初子 精華台五丁目 秋山　 夫

植田 田中勢津子 桜が丘四丁目 木田　淑子 主任児童委員
精北小学校区担当 平原　 子

菅井 村上　泰子 東畑 植西眞里子 主任児童委員
川西小学校区担当 安村美千代

北ノ堂 岡田　敦子 東畑 岩前　宏佳 主任児童委員
山田荘小学校区担当 飯田智香子

北ノ堂 小寺美佐江 光台四丁目 髙橋　朝子 主任児童委員
東光小学校区担当 鎌仲由利子

馬渕 久川　亮祐 光台四丁目 青野　壽代 主任児童委員
精華台小学校区担当 尾﨑万佐子

南 筆谷　且子 光台五丁目 岡村由香子

南 森島　由佳 光台六丁目 中西　栄子

　
令
和
４
年
12
月
１
日
付
け
で
３
年
に
１
度
の

一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
精
華
町
で
は
63
名
（
う

ち
主
任
児
童
委
員
５
名
）
が
厚
生
労
働
大
臣
お

よ
び
京
都
府
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
悩
み
事
や
生
活
上
の
困
り
事
な
ど
に
関
す
る

「
身
近
な
相
談
相
手
」
と
し
て
、
ま
た
、
行
政

な
ど
関
係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

委
嘱
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称

略
）

ｑ
社
会
福
祉
課
共
生
社
会
係
ｔ
95

－

１
９
０
４

地
域
福
祉
の
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員
63
人
委
嘱
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広 告　

水曜・日曜・祝日休診
木曜午後休診
土曜午後休診

受付時間

高齢者の皆さんに“明るく楽しい”
一日を提供します

ご見学・一日体験、大歓迎です！

精華町デイサービスセンター神の園

☎ ９３－０８４６
京都府指定通所介護事業者

№2671400071

相談窓口
●�厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター【ワクチ

ン接種の施策などに関すること】
　�ｔ0120−761770（午前９時～午後９時土日・祝日含む
※外国語対応可）
　�聴覚障害相談窓口
　ｆ03−3581−6251
　ｍcorona-2020@mhlw.go.jp
●�京都府コロナワクチン副反応相談センター【医学的知見

が必要となる副反応など専門的なこと】
　�ｔ075−414−5490（365日24時間※外国語対応も可）
　ｆ075−708−3744
　ｍcoronavaccine-call@pref.kyoto.lg.jp
●�ファイザー新型コロナウイルスワクチン専用ダイヤル
　ｔ�0120−146−744（午前９時～午後８時平日・土曜のみ）
●くすり相談室 COVID19ワクチンモデルナ専用ダイヤル
　ｔ�0120−793−056（午前９時～午後５時30分土日祝
日、休業日除く）

そのほか、精華町でのワクチン接種に関する質問などは、
下記コールセンターに問い合わせてください。
●�精華町新型コロナワクチン接種コールセンター
　ｔ0570−056732（午前９時～午後５時土日・祝日除く）
　ｍvaccine@town.seika.lg.jp

オミクロン株対応ワクチン集団接種終了
　１月29日（日）で町の集団接種は終了しました。
　接種を希望される場合は町内医療機関での個別接種にな
ります。下記の町内個別接種実施医療機関一覧表で確認し
てください。
　個別接種の終了日に近づくにつれ、接種できる医療機関
や予約日数が減少する可能性があります。接種を希望する
方は早めに接種してください。

新型コロナワクチン接種は３月末まで
　新型コロナワクチンの接種期間は３月31日（金）までで
す（１月20日時点）。初回接種（１・２回目）を完了してい
ない方は、オミクロン株対応ワクチンの接種を受けること
ができません。
　また、オミクロン株対応ワクチン接種は１人１回限り受
けることができます。

新型コロナワクチン接種新型コロナワクチン接種

※個別接種実施医療機関は変更する場合がありますので、最新情報は町ホームページや公式 LINEで確認してください。

〔１～５回目接種・小児接種・乳幼児接種〕町内個別接種実施医療機関一覧表　※予約は電話のみ

医療機関名 電話番号 対象者 予約受付時間
（日曜・祝日除く） 接種日時

くわはら
こどもクリニック�
精華台四丁目21−14

98−2788
精華町にお住まいで、
・満６カ月～４歳の乳幼児
・満５～ 11歳の児童

診療時間内�
・月～土：午前９時～正午�
・月・火・木・金：
　　午後５時～７時30分

予約時にお伝えします。

コマダ診療所�
菱田宮川原10 93−1787

精華町にお住まいで、
満12歳以上の方

診療時間内
・月～土：午前９時～正午
・月・木・金：
　　午後６時～８時

（３・４・５回目）
　毎週火曜日
　午後２時～４時

芳川医院�
桜が丘三丁目24−７ 71−0014 月～金（木曜日を除く）：

　　午後４時～７時
（３・４・５回目）
　毎週土曜日　午後１時～�
（�詳細時間は当日正午に問い合わせ要）

学研都市病院　�
精華台七丁目４−１

050−7116−7125�
（予約専用） 月～土：午後２時～４時

（１・２回目）毎週木曜日
　午後２時30分～４時
（３・４・５回目）毎週火・土曜日
　午後２時30分～４時

精華町�
国民健康保険病院�
祝園砂子田７

0570−056732�
（精華町コールセンター）

精華町にお住まいで、
満18歳以上の方

月～金：午前９時～午後５時
※接種日前日正午まで

（１・２回目）毎週火曜日
　午後２時30分～
（３・４・５回目）毎週水・木曜日
　午後２時30分～
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祝園駅東西連絡通路（近鉄新祝園駅 改札口前）に
「本の返却ポスト」を設置しました

けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）が
河川氾濫時の 指定緊急避難場所 になりました！

　このたび、河川氾濫時の指定緊急
避難場所【注】として、京都府の施
設である「けいはんなオープンイノ
ベーションセンター（KICK）」を新
たに指定しました。
　近年、台風や大雨、局地的な集中
豪雨により大規模な水害が毎年のよ
うに発生しています。本町において
は、木津川や煤谷川が氾濫した場
合、広範囲に及ぶ浸水により、多く
の方が避難を余儀なくされることが
想定されます。
　避難をするときには、避難情報や
避難所開設情報を確認して早めに行
動しましょう。

【注】 生命の安全確保を目的として緊急
に避難する場所

ｑ危機管理室危機管理係
　ｔ95−1928 けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）

　精華町立図書館では、令和４年12月１日に利用者の利便性向上のため、また利用者と職員との接触低減のた
め、祝園駅東西連絡通路に本の返却ポストを設置しました。通勤・通学などで駅を利用されるときにはぜひご利
用ください。

【〇返却できるもの】
〇 精華町立図書館の本

【×返却できないもの】
× CD・DVD・ビデオ・カセット、
　 付録の CD（本と一緒にカウン

ターへ）
× 紙芝居、大型絵本、行事用資料
× 他の図書館の本

近鉄新祝園駅 改札口前

本を回収し、返却処理が完了す
るまでに２～３日かかる場合が
あります。
すぐに次の本を借りたい方は、
図書館での返却をお願いします。

ｑ精華町立図書館ｔ95−1911

©2023�A.T.�&�T.T.�
ALL�RIGHTS�RESERVED

バーバパパが
目印！
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広 告　

●相続・贈与の手続・申告●相続税対策・遺言書作成
●譲渡所得・その他所得の確定申告●法人税・消費税
の申告●月次損益・決算●法人設立●建設業許可

税理士・行政書士・社会保険労務士業務

〒619-0241　京都府相楽郡精華町祝園門田11番地の10

TAX PLANNING & MANAGEMENT SERVICE

公認会計士
税　理　士荒堀政男事務所

TEL.0774（93）2205㈹  FAX.0774（93）2207㈹

http://www.koma.co.jp/ara1.htm
（イチ）

曽崎　雄

0774ｰ34ｰ0790

２
／
16
㈭
〜
３
／
15
㈬

税
の
申
告
は
期
限
内
に

　
令
和
４
年
中
所
得
分
の
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
（
以
下
、
所
得
税
）、
町
民
税
・
府
民
税
（
以
下
、
住
民
税
）
の
申
告
受
け
付
け
が
宇
治
税
務
署
と
精

華
町
交
流
ホ
ー
ル
（
町
役
場
２
階
）
で
始
ま
り
ま
す
。

　
個
人
の
住
民
税
は
、
申
告
書
な
ど
を
基
に
税
額
が
計
算
さ
れ
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
通
知
し
た
後
、
納
税
し
て
い
た
だ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
申
告
期
限
は
３
月
15
日
㈬
で
す
。
９
ペ
ー
ジ
の
申
告
の
流
れ
を
参
考
に
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告

（
譲
渡
所
得
を
含
む
全
て
の
相
談
・
申
告
）

宇
治
税
務
署

２月16日（火）～３月15日（月）
受付：午前９時～午後４時　

※土日・祝日は開催していません（2月21日・28日除く）。

２月２日（火）～４日（木）
受付：午前９時～午後３時　

※両会場ともに混雑状況により早く終了する場合があります。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場では感染症予防対策をしています。
　国税庁ホームページで、「入場整理券」の案内や会場における感染予防対策などを確認して来場してください。
※精華町交流ホールでも２月16日～３月15日（土日・祝日を除く）に確定申告の会場が設けられます。
　詳しい案内は華創２月号に掲載予定です。

任
天
堂

近
鉄
京
都
線至奈良

ガソリン
スタンド

宇治税務署

臨時駐車場
税務署から約６００ｍ

至京都

至奈良

至京都

国
道
24
号（
大
久
保
バ
イ
パ
ス
）

旧
国
道
24
号

大
久
保

至
大
和
西
大
寺

至
京
都申告会場

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

枚方山城線（71号）

国
道
24
号

申告会場
木津川市
山城総合文化センター
「アスピアやましろ」

至奈良

開橋

木
津
川

至京都

至木津

至井手町

至
精
華
町

棚
倉上

狛
城
陽
線（
70
号
）

至京都

〒611−8588
宇治市大久保町井ノ尻60−3宇治税務署

　
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は

税
務
署
で
当
日
配
布
さ
れ
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。
詳
細
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
整
理

券
の
配
布
状
況
に
応
じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願

い
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

日
時

　
２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
※�

２
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰
以
外
の
土
日
・
祝

日
は
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
※�

宇
治
税
務
署
や
そ
の
近
隣
に
コ
ピ
ー
サ
ー

ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
写
し
の
必
要
な
書

類
（
家
屋
の
売
買
契
約
書
な
ど
）
は
事
前

に
写
し
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※�

土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
、

贈
与
税
、
相
続
税
な
ど
に
関
す
る
相
談

確定申告書は国税庁確定申告書は国税庁
ホームページで作成できます！ホームページで作成できます！

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、パソコンで入力して国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、パソコンで入力して
所得税の申告書などを作成できます。所得税の申告書などを作成できます。

メリット
１．待ち時間なし！　２．いつでも利用可能！　３．自動で税額を計算！

作成から提出までの流れ

　e−Taxで提出するには、マイナンバーカードを使って送信する方法とＩＤとパ
スワードで送信する方法があります。
�　マイナンバーカードを使い送信する場合には、読み取り対応スマートフォンま
たはＩCカードリーダライタが必要です。マイナンバーカードの発行については、
精華町役場総合窓口課（ｔ95−1915）へ問い合わせてください。
　ＩＤとパスワードで送信する場合には、事前に税務署でＩＤとパスワードを発
行する必要があります。発行を希望される方は、運転免許証などの本人確認書類
を持参の上、宇治税務署で手続きしてください。

「作成コーナー」へアクセス 申告書を作成 申告書を提出

は
、
宇
治
税
務
署
で
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。

　
※�
申
告
書
は
宇
治
税
務
署
へ
の
郵
送
に
よ
る

提
出
も
可
能
で
す
。
控
え
の
返
送
が
必
要

な
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼

り
、
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

宇
治
税
務
署
ｔ
44

－

４
１
４
１

作成コーナーはこちら

8February



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

の
申
告
、
亡
く
な
っ
た
方
の
申
告
（
準
確

定
申
告
）、
青
色
申
告
、
更
正
の
請
求
、
修

正
申
告
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
の

申
告
・
相
談
は
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
宇
治
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
１
】
令
和
４
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
で
も
、

老
人
医
療
費
助
成
・
児
童
手
当
・
就
学
援
助
を
受
け

て
い
る
方
や
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
・
国
民
年
金
・
介
護
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

方
、
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
・
所
得
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
２
】
収
入
・
必
要
経
費
を
整
理
・
計
算
し
、「
収

支
内
訳
書
」
を
作
成
し
た
上
で
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
３
】
町
職
員
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
税
務
署

で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼  

精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
で
の
感
染
症
拡
大
防
止

対
策

　
・�

入
場
時
に
検
温
を
実
施
し
ま
す
。
37
・
５

度
以
上
の
発
熱
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
会

場
へ
の
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。
ま
た
、

検
温
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
申
告
会
場
へ

の
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

　
・�

申
告
会
場
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
会
場

入
口
で
の
消
毒
を
お
願
し
ま
す
。
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
な
い
方
の
入
場
は
お
断
り

し
ま
す
。

ｑ�

税
務
課
住
民
税
係

　
ｔ
95

－

１
９
１
６

▼ 

日
時

　
２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬
の
平
日

　
午
前
９
時
～
11
時
・
午
後
１
時
～
４
時

　
（
３
月
15
日
㈬
は
午
前
11
時
ま
で
）

　
※
右
記
時
間
以
外
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

　
※�

混
雑
緩
和
の
た
め
入
場
制
限
を
し
て
い
ま

す
。
会
場
入
口
で
当
日
配
布
す
る
整
理
券

の
順
番
に
案
内
し
ま
す
が
、一
日
に
発
券

す
る
整
理
券
の
枚
数
に
は
上
限
が
あ
り
ま

す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
午
前
：
80
番
ま
で

　
　
午
後
：
81
番
か
ら
２
０
０
番
ま
で

　
※�

申
告
期
間
初
日
（
２
月
16
日
㈭
）
は
特
に

混
雑
し
ま
す
。
来
場
日
時
の
分
散
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

場
所

　
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
（
町
役
場
２
階
）

▼ 

提
出
で
き
る
申
告

　
〇
住
民
税
の
申
告
【
注
１
】

　
　
※�

所
得
税
の
申
告
を
し
た
方
は
申
告
不
要

で
す
。

　
〇�

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
の
申
告
【
注

２
】

　
〇
簡
易
な
所
得
税
の
申
告
【
注
３
】

　
※ 

土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
に

関
す
る
申
告
（
株
式
の
繰
越
損
失
の
申
告

も
含
む
）、
相
続
な
ど
に
係
る
生
命
保
険
契

約
に
基
づ
く
年
金
の
雑
所
得
に
関
し
て
の

申
告
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
ロ
ー

ン
控
除
）
の
初
年
度
の
申
告
、
雑
損
控
除

住
民
税
と
簡
易
な

所
得
税
の
申
告

精
華
町
交
流
ホ
ー
ル

税の申告に必要なもの あなたの住民税の申告　必要？不要？

Ⓒ住民税の申告は原則不要です【注１】。

令和５年１月１日現在､ 精華町に居住していましたか。
いいえはい

令和４年１月１日～12月31日に､ 所得がありましたか。
いいえはい

事業（営業）所得・農業所得・不動産所得・一時所得がありますか。

年金収入のある方はⒶ、給与収入のある方はⒷへ

はいいいえ

Ⓐ公的年金の収入金額の合計額が400万円以上ですか。
はいいいえ

公的年金の収入があり、その合計額が400万円以下で、ほかの所得がありますか。

ほかに収入のない方はⒸへ

はいいいえ

Ⓑ令和４年中に給与の支払いを受けていて､勤務先から精華町役場に給与支払報
告書が提出されていますか（※提出の有無は勤務先にお尋ねください）。

いいえはい

給与の支払先（勤務先）が２カ所以上であったり、給与以外の所得があったりしますか。
はいいいえ

※上記にない所得（譲渡所得など）の申告については、宇治税務署に問い合わせてください。
※上記以外に、医療費控除や社会保険料・生命保険料・地震保険料控除（年末調整済み分を
除く）などを受ける場合は、原則として所得税の確定申告が必要です。

〇マイナンバーカード（お持ちでない方は個人番
号確認書類および本人確認書類）【※１】
〇給与・公的年金などの源泉徴収票、収支内訳書
など令和４年中の所得が分かるもの
　（農業・営業・不動産の申告は「収支内訳書」な
どを作成しておいてください）
〇国民健康保険・任意継続保険・国民年金の控除
証明書、生命保険料・地震保険料の控除証明書、
寄附金の受領証・証明書【※２】、障害者手帳な
ど、各種控除を受ける場合に必要な証明書、医療
費控除を受ける場合は明細書【※３】、セルフメ
ディケーション税制を受ける場合は一定の取り
組みを行ったことを明らかにする書類【※４】
〇申告者名義の通帳など口座番号の分かるもの
（還付になる場合）
〇電卓や筆記用具など
〇前年以前に確定申告された場合はその申告書の
控え（参考資料として）
〇税務署から「確定申告のお知らせ」というはが
き、または通知書などが送付されている方はお
持ちください。

【※１】扶養控除を申告する場合、扶養親族のマイナン
バーが分かるものが必要です。

【※２】寄附金の受領証・証明書は本人のものに限り
ます。

【※３】受診者名、医療機関の名称、治療内容、支払い額、
高額療養費や生命保険の補填金額などを記載
した明細書の作成が必要です。

【※４】インフルエンザの予防接種や各種健診（検診）
などの領収書など（通常の医療費控除の対象と
なりませんので注意してください）。
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不
要
」
を
選
択
し
た
り
、
別
途
、「
町
民
税
・

府
民
税　
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得
等

に
係
る
課
税
方
法
選
択
申
告
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
と
は
異
な
る
課
税
方
法

（
申
告
不
要
制
度
、
総
合
課
税
、
申
告
分
離
課

税
）
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
例
：
所

得
税
は
総
合
課
税
、
住
民
税
は
申
告
不
要
制

度
）。

※�

該
当
年
度
の
申
告
期
限
ま
で
に
課
税
方
法
選

択
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
住
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
た
後

に
は
選
択
で
き
な
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
）。

※�

住
民
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

令
和
４
年
分
ま
で
の
制
度
で
す
。
令
和
５
年

分
か
ら
は
、
所
得
税
と
住
民
税
で
異
な
る
課

税
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ｑ�

〇
所
得
税
確
定
申
告
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
　
〒
６
１
１

－

８
５
８
８

　
　
宇
治
市
大
久
保
町
井
の
尻
60

－

３

　
　
宇
治
税
務
署
ｔ
44

－

４
１
４
１

　
○
住
民
税
申
告
の
問
い
合
わ
せ

　
　
税
務
課
住
民
税
係
ｔ
95

－

１
９
１
６

所
得
税
の

�
確
定
申
告
が
必
要
な
主
な
方

・�

給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え

る
方

・�

給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各
種
の

所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を
除

く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
年

末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

と
、
各
種
の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職

所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
方

・�

中
途
退
職
し
た
方
や
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

・�

事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
な
ど
が
あ
る
方

で
、
令
和
４
年
中
の
所
得
の
合
計
金
額
が
、

基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

・�

年
末
調
整
以
後
の
控
除
額
に
変
動
の
あ
っ
た

方
な
ど

確
定
申
告
で
所
得
税
が
戻
る
方

　
年
金
や
給
与
な
ど
の
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

・�

マ
イ
ホ
ー
ム
の
購
入
や
新
築
・
増
改
築
を
し

て
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
場

合
・�

病
気
や
け
が
な
ど
で
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ

い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

・�

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な

ど
の
資
産
に
受
け
た
損
害
な
ど
に
つ
い
て
雑

損
控
除
を
受
け
る
場
合�

ほ
か

※�

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の

条
件
や
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
は
宇
治
税
務

署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
に
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る

場
合
や
、
住
民
税
で
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除

を
受
け
る
場
合
は
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。

※�

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
公
的
年
金
等

（
外
国
で
支
払
わ
れ
る
年
金
）
の
支
給
を
受

け
る
方
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
税
の

確
定
申
告
不
要
制
度
の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
�

特
例
を
申
請
さ
れ
た
方
へ

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
確
定
申
告
が
不
要
と
な
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
申
請
し
て
い
て

も
、
寄
附
金
控
除
を
含
ま
ず
に
確
定
申
告
を
し

た
場
合
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
が
無
効
に
な

り
ま
す
。
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
確
定
申

告
の
際
に
「
寄
附
金
受
領
証
明
書
」
ま
た
は

「
寄
附
金
控
除
に
関
す
る
証
明
書
」
を
添
付
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。「
寄
附
金
税
額
控
除

に
係
る
申
告
特
例
申
請
書
受
付
書
」
は
寄
附
金

控
除
の
証
明
書
の
代
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
を
申
告
さ
れ
る
方
へ

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
医
療
費
の
領

収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、
そ
れ
に
代
え
て

医
療
費
の
明
細
書
（
各
保
険
者
か
ら
の
医
療
費

通
知
を
含
む
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
領
収
書
は
自

宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
、
税
務
署

か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
提
示
、
ま
た
は
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

配
当
所
得
等
に
お
け
る
所
得
税
と

住
民
税
で
の
異
な
っ
た
申
告
方
法

の
選
択
に
つ
い
て

　
源
泉
分
離
課
税
に
よ
り
住
民
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
つ

い
て
は
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
申
告

不
要
制
度
）
が
、
各
種
所
得
控
除
等
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
総
合
課
税
、
ま
た
は
申
告
分
離

課
税
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
で
「
特
定
配

当
等
・
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
の
全
部
の
申
告
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

医
療
費
助
成 

申
請
を

昭
和
33
年
３
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
２
月
10
日
㈮
～
17
日
㈮
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
請

し
た
方
の
内
、
認
定
者
に
は
令
和
５
年
３
月
か
ら
使
用

で
き
る
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

ｑ�

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
注
意

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
12
月
～

３
月
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
手
洗
い
や
う
が
い

を
十
分
し
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
感
染
し
な
い

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

・
せ
っ
け
ん
で
十
分
に
手
を
洗
う
。

・
調
理
器
具
は
毎
回
洗
い
、
加
熱
消
毒
す
る
。

・�

食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る
（
85
度
以
上
で
１

分
以
上
）。

・�

感
染
者
の
ふ
ん
便
や
吐
物
な
ど
を
処
理
す
る

と
き
は
手
袋
を
着
け
る
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
か
ら
人
に
う
つ
り
、
体

内
に
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
か
ら
１
～
２
日
後
に

激
し
い
吐
き
気
、
嘔お
う
吐と

、
腹
痛
、
下げ

痢り

、
発
熱

な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
通
常
は
２
日
ほ
ど
で

治
り
、
後
遺
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
完
全
に
治
る
に
は
約
１
週
間
か
か

り
ま
す
。
症
状
が
治
ま
っ
て
も
、
学
校
や
職
場

な
ど
の
集
団
生
活
に
は
す
ぐ
に
復
帰
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
く
て
１
カ
月
は
、
排
せ

つ
物
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
疑
わ
し
い
症
状
が
出
た
場
合
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
食
中
毒

は
、
主
に
水
分
補
給
で
脱
水
症
状
を
防
い
で
治

し
ま
す
。
安
易
に
下
痢
止
め
を
飲
ん
で
し
ま
う

と
、
体
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
と
ど
め
、
回
復
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ｑ�

健
康
推
進
課
健
康
医
療
企
画
係
ｔ
95

－

１
９

０
５

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

口
座
振
替
申
出
手
続
き

　
国
民
年
金
保
険
料
（
以
下
、
保
険
料
）
を
口

座
振
替
に
よ
っ
て
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま

す
。
令
和
５
年
４
月
分
か
ら
、
６
カ
月
・
１

年
・
２
年
分
の
保
険
料
前
納
を
希
望
の
場
合

は
、
２
月
末
ま
で
に
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
辞
退
手
続
き

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
就
職
し
た
こ

と
で
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
保

険
料
の
口
座
振
替
は
停
止
と
な
り
ま
す
が
、
厚

生
年
金
保
険
の
加
入
手
続
き
の
時
期
に
よ
っ

て
、
就
職
し
た
月
（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
月
）
以
降
の
国
民
年
金
保
険
料
が

引
き
落
と
し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、「
国
民
年
金
保
険
料�

口
座
振
替
辞
退

申
出
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
を

停
止
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
分

以
降
の
口
座
振
替
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の
停

止
を
希
望
す
る
方
は
２
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の

　

�

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
（
年
金

手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
な
ど
）、
預

金
通
帳
、
銀
行
届
出
印

▼ 

申
請
方
法

　

�

総
合
窓
口
課
（
２
階
）、
ま
た
は
金
融
機
関

に
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
そ
の
ほ
か
注
意
点

　
・�
そ
れ
ぞ
れ
の
申
出
書
は
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

　
・�

保
険
料
の
前
納
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
希
望
の
場
合
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
っ
て
総
合
窓
口

課
へ
。

ｑ�

総
合
窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

年
金
受
給
者
に
源
泉
徴
収
票
送
付

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
か
ら
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
な
ど
は
、
所
得
税
法
上

「
雑
所
得
」
と
見
な
さ
れ
、
所
得
税
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

　
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
全
て
の
方
に
、
老

齢
年
金
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
的
年
金
の
支
払
者
（
厚

生
労
働
省
・
各
共
済
組
合
）
か
ら
「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
に
該
当
す
る
方
は
課
税
対
象

外
の
た
め
、
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
令
和
４
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

に
は
次
の
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

支
払
金
額
〔
令
和
４
年
分
と
し
て
支
払
わ
れ

た
年
金
の
総
額
〕

・
源
泉
徴
収
税
額
と
控
除
内
容

・�

社
会
保
険
料
の
金
額
〔
年
金
か
ら
特
別
徴
収

　
（
天
引
き
）
分
〕

※�

摘
要
欄
に
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
内
訳

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

※�

確
定
申
告
に
は
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
て
い
る
分
も
、
所
得
控
除
と
し
て
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
の
と
き
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
忘

れ
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
ｔ
０
７
５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
（
代
表
）、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ｔ
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
ま
た
は
ｔ
03

－

６
７
０
０

－

１
１
６
５
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短
期
集
中
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

　
短
期
集
中
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
３
カ
月
間

に
集
中
的
に
運
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
落
ち
て

し
ま
っ
た
体
力
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼ 

場
所

　

�

大
人
の
健
康
づ
く
り
教
室
グ
ッ
ト
ネ
ス
（
ア

ピ
タ
タ
ウ
ン
け
い
は
ん
な
西
館
１
階
）

　
※
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
は
送
迎
有

▼ 

対
象

　
・�

65
歳
以
上
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
生

活
の
様
子
や
身
体
の
状
態
を
確
認
す
る
も

の
）
の
該
当
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
る
方

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た
方

▼ 

内
容

　
・
利
用
前
後
で
の
体
力
チ
ェ
ッ
ク

　
・
３
カ
月
で
全
15
回
の
運
動
実
践

　
・�

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
栄
養
・
お
口
の

ケ
ア
の
話
な
ど

▼ 

利
用
方
法

　

�

管
轄
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
※�

利
用
す
る
に
は
体
の
状
態
や
生
活
の
様
子

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ｑ�

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
川
西
・
精

北
小
学
校
区
）
ｔ
94

－

５
６
７
７
、
南
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
精
華
台
・
山
田

荘
・
東
光
小
学
校
区
）
ｔ
94

－

４
５
７
３

在
宅
高
齢
者
介
護
者
に
激
励
金

　
基
準
日
（
２
月
１
日
）
現
在
、
在
宅
高
齢
者

（
要
介
護
高
齢
者
）
の
介
護
者
１
人
に
毎
年
度

１
回
３
万
円
の
激
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
要
介
護
高
齢
者
の
方
に
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
次
の
支
給
条
件
の
全
て
に
該
当
す

る
介
護
者
は
、
２
月
15
日
㈬
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

要
介
護
高
齢
者
は
、
基
準
日
時
点
で
、
満
65

歳
以
上
（
昭
和
33
年
２
月
２
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
で
あ
る
こ
と

・�

要
介
護
高
齢
者
は
、
基
準
日
時
点
で
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
そ
の
ほ
か
の
社
会
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・�

要
介
護
高
齢
者
は
、
基
準
日
時
点
で
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
や
介
護
老
人
保
健
施
設
、

病
院
な
ど
に
、
３
カ
月
以
上
続
け
て
入
院
・

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

・�
要
介
護
高
齢
者
は
、
基
準
日
時
点
で
、
介
護

保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
、
３
カ
月
以
上

続
け
て
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の
状
態

で
あ
る
こ
と

・�

要
介
護
高
齢
者
は
、
基
準
日
時
点
で
、
６
カ

月
以
上
続
け
て
町
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

・�

介
護
者
は
、
要
介
護
高
齢
者
を
常
に
直
接
介

護
し
て
い
る
こ
と

・�

介
護
者
は
、
配
偶
者
ま
た
は
３
親
等
内
の
親

族
で
あ
る
こ
と

ｑ�

高
齢
福
祉
課
高
齢
介
護
係
ｔ
95

－

１
９
３
２

精
華
町
身
体
障
害
者
協
議
会

　
会
員
募
集

　

精
華
町
身
体
障
害
者
協
議
会
は
、
障
害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
・
福
祉
の
向
上
な
ど
を
目

的
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
連
携
を
強
め
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
京
都
府
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
町
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
障
害
児
者
ふ
れ
あ

い
の
つ
ど
い
な
ど
へ
の
参
加
、
ま
た
障
害
者
週

間
に
は
、
通
勤
・
通
学
の
皆
さ
ん
に
障
害
者
問

題
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
街
頭
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
町
立
図
書
館
で
啓
発

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
バ
ス
に
よ
る
お
出
か
け
な
ど
楽
し
い
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す
。
一

緒
に
活
動
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
、
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

精
華
町
身
体
障
害
者
協
議
会
事
務
局
（
社
会

福
祉
課
か
し
の
き
苑
内
）
ｔ
94

－

５
２
０
０

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

　

京
都
府
で
は
、
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
の
お
子
さ
ん
に
対
し
、
高
等
学
校
な
ど
で
の
就

学
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
高
校
生
給
付
型

奨
学
金
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼ 

対
象
者

　

�

京
都
府
在
住
の
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
で
、
次
の
①
②
両
方
の
条
件
を
満
た
す
方

　
①�

母
子
世
帯
、父
子
世
帯
、児
童
世
帯（
い
ず

れ
も
世
帯
員
の
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
）、

障
害
者
世
帯
、長
期
療
養
者
世
帯
の
方

　
②�

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
、
学
校
法
人
が
設
置
し
た

主
に
外
国
人
を
対
象
と
す
る
学
校
の
高
等

学
校
相
当
課
程
を
受
け
て
い
る
方

▼ 

入
学
支
度
金
（
１
年
生
対
象
・
１
回
の
み
）

　
・
国
公
立　
　
　
６
万
３
０
０
０
円

　
・
私
立
全
日
制　
17
万
８
０
０
０
円

　
・
私
立
定
時
制　
13
万
７
０
０
０
円

　
・
通
信
制　
　
　
４
万
５
０
０
０
円

▼ 

支
援
金
（
学
用
品
代
な
ど
）

　
・
年
額
６
万
円

▼ 

奨
学
金

　
・�

私
立
全
日
制　
月
額
３
万
３
０
０
０
円
以
内

　
・�

私
立
定
時
制　
月
額
２
万
４
０
０
０
円
以
内

　
　
※�

奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
他
府
県
の
私
立
高

等
学
校
と
外
国
人
学
校
の
み
が
対
象
で
す
。

　
　
※�

国
の
支
援
金
額
と
の
併
給
調
整
を
し
ま
す
。

▼ 

申
込
期
間

　

�

２
月
28
日
㈫
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～

正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

▼ 

申
込
方
法

　
次
の
必
要
書
類
を
直
接
次
の
と
こ
ろ
へ
。

　
・
在
学
証
明
書

　
・
市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書

　
・�

国
支
援
金
決
定
通
知
書
（
奨
学
金
支
給
対

象
者
の
み
）

　
　
※�

身
体
障
害
者
世
帯
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
写
し
、
ま
た
は
年
金
手
帳
の
写

し
、
長
期
療
養
者
世
帯
は
、
医
師
の
診

断
書
な
ど
も
必
要
で
す
。

ｑ�

社
会
福
祉
課
共
生
社
会
係
ｔ
95

－

１
９
０
４

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
申
請
期
限
：
２
月
28
日
㈫
必
着

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
し
、
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

者
な
ど
詳
し
く
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ｑ�

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
ｔ
95

－

１
９
１
７

その他世帯分

ひとり親世帯分
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

学
校
用
品
な
ど
の
援
助

　
町
で
は
経
済
的
に
子
ど
も
の
義
務
教
育
費
の

負
担
が
困
難
な
方
に
、
経
費
の
一
部
を
援
助
し

て
い
ま
す
。
就
学
援
助
費
受
給
申
請
書
【
注

１
】
に
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
、
町
内
小
中

学
校
、
ま
た
は
次
の
と
こ
ろ
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
援
助
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
希

望
の
方
は
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

援
助
内
容

　

�

学
用
品
費
・
新
入
学
学
用
品
費
・
学
校
給
食

費
・
体
育
実
技
用
具
費
・
ク
ラ
ブ
活
動
費
・

修
学
旅
行
費
・
医
療
費
【
注
２
】・
生
徒
会

費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
校
外
活
動
費
・
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
通
信
費
・
卒
業
ア
ル
バ
ム
代

　
※�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
、
修
学

旅
行
費
・
医
療
費
の
み
の
援
助
と
な
り
ま

す
。

▼�

対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
）

　
・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

　
・
町
民
税
が
非
課
税

　
・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

　
・�

生
活
保
護
受
給
世
帯
に
準
じ
る
程
度
の
経

済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
収
入
が
世

帯
で
生
活
保
護
基
準
額
の
１・２
倍
以
下

　
※�

町
立
の
小
中
学
校
ま
た
は
京
都
府
立
中
学

校
に
在
学
し
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

▼ 

申
請
期
間

　

�

２
月
28
日
㈫
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～

正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

　
※�

５
月
以
降
の
申
請
分
は
、
申
請
月
か
ら
の

分
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
注
１
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
注
２
】
虫
歯
な
ど
の
う
ち
、
学

校
の
健
診
で
治
療
を
指
示
さ
れ
た

も
の
。

ｑ�

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
６

教
育
委
員
会
会
議
を
開
催

　
昨
年
、
精
華
町
教
育
委
員
会
（
町
教
委
）
定

例
会
が
12
回
、
臨
時
会
が
２
回
開
か
れ
、
36
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
通

り
で
す
。

・�
令
和
４
年
度
の
学
校
教
育
と
社
会
教
育
に
係

る
基
本
方
針
を
定
め
る
「
精
華
町
学
校
教

育
・
社
会
教
育
指
導
の
重
点
」

・�

精
華
町
立
体
育
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
及
び
町
内
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
係
る
意
見
聴
取
（
承
認
後
、
町
議
会

に
提
案
）

・�

町
指
定
の
案
件
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
指

定
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定

・�

社
会
教
育
委
員
、
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
委
嘱

・�

町
教
委
に
関
す
る
令
和
４
年
度
予
算
に
係
る

意
見
聴
取
（
承
認
後
、
町
議
会
に
提
案
）

・�

小
中
学
校
、
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
に
関
連
す

る
工
事
や
財
産
取
得
の
契
約
締
結
に
係
る
意

見
聴
取
（
承
認
後
、
町
議
会
に
提
案
）

ｑ�

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
６

海
外
体
験
補
助
金

　
町
で
は
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の
国
際
協
力

活
動
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。　

　
補
助
の
限
度
額
は
５
万
円
で
、
以
前
に
こ
の

補
助
金
を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
出
国
の
約
１
カ
月
前
ま
で
を
目

安
に
、
申
請
書
を
直
接
企
画
調
整
課
（
５
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
補
助
条
件
、
申
請
書
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
各
国

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
務
省
に
よ
る
感

染
症
危
険
情
報
や
、
留
学
先
に
お
け
る
日
本

か
ら
の
入
国
制
限
、
入
国
後
の
行
動
制
限
、

ビ
ザ
の
発
給
状
況
、
ま
た
、
日
本
へ
の
帰
国

時
に
お
け
る
検
疫
情
報
な
ど
を
よ
く
確
認
し

て
ご
理
解
の
上
、
留
学
な
ど
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

ｑ�

企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

こ
こ
い
こ
広
場　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
な
ど

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

や
不
安
を
抱
え
て
い
女

性
の
方
な
ど
が
、
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

る
居
場
所
の
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
理
用
品
の
寄
付
ボ
ッ
ク
ス
をC

O
C
O
N
I

に
設
置
し
ま
し
た
。
不
要
に
な
っ
た
未
使
用
の

生
理
用
品
の
寄
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時

　

�

①
２
月
９
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

　
②�

２
月
23
日
（
祝
・
木
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

町ホームページ

　
※�

②
の
み
「
陶
芸
で
心
と
体
を
癒
や
そ
う
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
（
予
約
制
）。

▼ 

場
所

　

�

①�C
O
C
O
N
I

（
精
華
町
役
場
２
階
喫
茶
ス

ペ
ー
ス
）

　
②�

こ
こ
ら
く
（
祝
園
西
一
丁
目
８
―
１
ほ
う

そ
の
共
生
ビ
ル
1
階
）

ｑ�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ッ
ツ
こ
こ
ら
く
ｔ
95

－

７

９
０
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
精
華
町
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本
計

画
の
改
訂
お
よ
び
精
華
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

資
料
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
環
境
推
進
課
（
３
階
）、
企
画
調
整
課

（
５
階
）、
町
立
図
書
館
、
か
し
の
き
苑
、
む

く
の
き
セ
ン
タ
ー
、
人
権
セ
ン
タ
ー
、
上
下
水

道
事
務
所
、
消
防
本
部
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
に
置
い
て
い
ま
す
。

▼ 

募
集
対
象
者

　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼ 

提
出
方
法　
　

　

�

３
月
３
日
㈮
ま
で
に
、「
意
見
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
」
を
環
境
推
進
課
（
３
階
）

に
持
参
す
る
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

　
※
提
出
す
る
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
〒
６
１
９

－

０

２
８
５
（
住
所
記
入
不
要
）・
ｔ
95

－

１
９

２
５
・
ｆ
95

－

３
９
７
３
・
ｍkankyo@

tow
n.seika.lg.jp

町ホームページ

13 February

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護
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農
業
委
員
会
の
委
員
を
募
集

　
精
華
町
農
業
委
員
会
の
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
定
員

　
①
精
華
町
農
業
委
員
：
14
人

　
②�

精
華
町
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
：
５

人
（
狛
田
・
川
西
地
域
：
各
２
人
、
山
田

荘
地
域
：
１
人
）

▼
任
用
期
間

　
①�

令
和
５
年
７
月
20
日
～
令
和
８
年
７
月
19
日

　
②�

農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
た
日
（
令
和
５
年

８
月
）
か
ら
令
和
８
年
７
月
19
日

▼
報
酬

　
16
万
円
／
年

　

�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
次
の

と
こ
ろ
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
）
ｔ
95

－

１
９
０
３

し
尿
く
み
取
り
券
販
売

　
一
部
店
舗
取
り
扱
い
終
了
の
お
知
ら
せ

　
京
都
中
央
信
用
金
庫
山
田
川
支
店
が
２
月
13

日
㈪
に
店
舗
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
支
店

で
の
し
尿
く
み
取
り
券
の
販
売
は
、
２
月
10
日

㈮
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
支
店
を
利
用
し
て
い
た
皆
さ
ん

は
、
次
の
販
売
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

精
華
町
役
場
会
計
課
窓
口
（
京
都
銀
行
精
華

町
支
店
派
出
窓
口
を
含
む
）

②
精
華
町
人
権
セ
ン
タ
ー

③
精
華
町
立
図
書
館
（
移
動
図
書
館
を
含
む
）

④
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー

⑤
京
都
銀
行
精
華
町
支
店

⑥
南
都
銀
行
精
華
支
店

⑦
京
都
中
央
信
用
金
庫
精
華
支
店

⑧
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
精
華
町
支
店

※�

今
後
販
売
箇
所
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

し
尿
く
み
取
り
券
の
還
付

　
取
り
扱
い
変
更
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
、
料
金
改
定
前
の
く
み
取
り
券
や

下
水
道
へ
の
接
続
な
ど
に
よ
り
不
要
に
な
っ
た

く
み
取
り
券
の
還
付
の
手
続
き
を
京
都
銀
行
精

華
町
支
店
派
出
窓
口
（
２
階
会
計
課
横
）
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
環
境
推
進
課

窓
口
（
３
階
）
に
変
更
し
ま
す
。

　
窓
口
の
変
更
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
現
金
還
付

で
は
な
く
口
座
振
込
と
な
り
ま
す
。『
し
尿
く

み
取
り
券
還
付
請
求
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
書
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
環
境
推
進
課
窓
口

で
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
施

　
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
の
た

め
、
農
家
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
状
況

を
見
な
が
ら
捕
獲
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼ 

実
施
期
間

　
２
月
25
日
㈯
～
３
月
22
日
㈬

▼ 

捕
獲
す
る
種
類

　

�

イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
、
ド
バ
ト
、
キ
ジ
バ

ト
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ム
ク
ド
リ

▼ 

捕
獲
方
法

町ホームページ

ホームページ

　
銃
器
を
使
用

　
町
内
山
間
部
を
中
心
に
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
わ

な
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
設
置
場
所
付
近
に
は

注
意
喚
起
の
標
識
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
山
時

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係
ｔ
95

－

１
９
０
３

保
証
料
・
利
子
補
給
金
を
交
付

　

町
で
は
中
小
企
業
振
興
事
業
の
１
つ
と
し

て
、
年
に
１
度
、
事
業
資
金
の
調
達
に
係
る
保

証
料
と
利
子
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

給
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
給
対
象
と
な
る
融
資
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
に
は
、
案
内
状
と
申
請
書
を
送
付
予
定
で

す
。
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
、
２
月
末
ま

で
に
次
の
と
こ
ろ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者

　
・�

京
都
府
経
営
あ
ん
し
ん
（
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
）
融
資
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
資

金
ベ
ー
ス
枠
に
よ
り
融
資
を
受
け
た
方

　
　
※�

平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
に
小
規
模
企

業
お
う
え
ん
融
資
（
ベ
ー
ス
枠
）
に
よ

り
融
資
を
受
け
た
方
を
含
む
。

　
　
※
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
枠
は
対
象
外
。

　
・�

交
付
申
請
時
点
で
、
町
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
事
業
主
、
ま
た
は
町
内
に
本
店
を

有
す
る
法
人
で
、
継
続
し
て
１
年
以
上
事

業
を
営
む
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
、
補

給
金
の
対
象
と
な
る
融
資
に
つ
い
て
他
の

補
給
を
受
け
て
い
な
い
方

　
・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

▼ 

保
証
料
補
給

　

�

対
象
融
資
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
が
、
１

年
間
の
う
ち
に
京
都
信
用
保
証
協
会
へ
支

払
っ
た
保
証
料
の
２
分
の
１
を
補
給
金
と
し

て
交
付

▼ 

利
子
補
給

　

�

対
象
融
資
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
が
、
１

年
間
の
う
ち
に
支
払
っ
た
利
子
に
か
か
る
元

金
に
対
し
年
利
率
１
％
で
計
算
し
た
金
額
を

補
給
金
と
し
て
交
付

▼ 

そ
の
他

　

�

保
証
料
補
給
金
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、
繰
り

上
げ
償
還
さ
れ
た
場
合
は
、
発
生
す
る
返
戻

保
証
料
に
つ
い
て
還
付
さ
れ
た
額
を
町
に
返

還
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
期
間
中
の
返
戻

保
証
料
に
つ
い
て
は
「
返
還
免
除
」
と
し
て

い
ま
す
。

▼ 

適
用
期
間

　
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

ｑ�

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
ｔ
95

－

１
９
０
３

お
酒
で
悩
ん
で
い
る
方
へ

　
断
酒
会
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
苦
し
む
本
人
、

家
族
が
集
ま
り
、
集
団
治
療
の
場
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

▼�

日
時

　

�

毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
日
の
火
曜
日
）

▼�

場
所

　

�

京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
京
田
辺
市

興
戸
犬
伏
５

－

８
）

▼�

対
象
者

　

 

お
酒
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
家
族

ｑ�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
府
断
酒
連
合
会
ｔ
65

－

9

９
７
０
、
携
帯
０
９
０

－

８
９
８
１

－

７
７

８
９
（
栗
山
一
郎
）

　
ｍm

ugana@
m
sn.com

（
田
辺
暢
也
）

14February
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

有料老人ホーム

京都府木津川市市坂六本木76
サンシティ木津外観 土地／事業主体非所有サンシティ木津外観 土地／事業主体非所有

ご自宅での生活と比べて
みませんか？
まずは資料のご請求、
お電話ください。

近鉄「高の原」駅より車で5分

要予約／無料個別相談会
２月11日（祝・土）～26日（日）

コロナウイルス対策にご協力ください。

https://hcm-suncity.co.jp/royal/kizu

まずは

資料
請求

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
・
心
理
学
な
ど
３
０
０
以
上
の
授
業
科
目

が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
料
請
求
は

次
の
と
こ
ろ
へ
。

▼ 

出
願
期
限

　

�

第
１
回
は
２
月
28
日
㈫
必
着
、
第
２
回
は
３

月
14
日
㈫
必
着

ｑ�

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
７
４
２

－

20

－

７
８
７
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

「
如き
さ
月ら
ぎ
」
は
「
梅う
め
見み

月づ
き
」
と
も
い
い
、
寒
さ
の

中
に
も
春
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
で
す
。
外
出
す

る
機
会
も
少
し
ず
つ
増
え
る
頃
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
も
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
多
種
多
様
な

職
種
の
中
、
３
０
０
人
を
超
え
る
会
員
が
元
気

に
就
業
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
が
進

み
、
労
働
力
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
活
躍
へ
の
期
待

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
入
会
し
就
業

を
通
じ
て
“
新
友
”
を
作
り
、
ま
た
今
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
て
働
く
こ
と
で
、
豊
か
で
生
き

甲
斐
が
あ
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

入
会
説
明
会

▼�

日　
時　
３
月
１
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▼ 

場　
所　
北
稲
八
間
井
手
ノ
元
27

－

1

▼�

対
象
者　
町
内
に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

  �（
令
和
5
年
３
月
31
日
ま
で
に
60
歳
を
迎
え

る
方
歓
迎
）

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
５
１
０

体
験
型
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
策
講
座

　
京
都
府
警
察
で
は
、
府
民
の
皆
さ
ん
が
開
催

さ
れ
る
研
修
会
な
ど
に
、
ネ
ッ
ト
安
心
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識
が

豊
富
な
大
学
准
教
授
や
Ｉ
Ｔ
企
業
職
員
な
ど

で
、
京
都
府
警
察
本
部
が
登
録
し
た
方
々
）
や

警
察
職
員
を
派
遣
し
、
各
受
講
者
に
専
用
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
し
出
し
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
を
疑
似
体
験
し
な
が
ら
手
口
や
対
処
法
を
学

べ
る
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼ 

内
容

　

�

体
験
で
き
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
は
、「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
」「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
」「
偽

サ
イ
ト
・
詐
欺
サ
イ
ト
」「
不
審
メ
ッ
セ
ー

ジ
」「
自
画
撮
り
被
害
」
の
５
種
類
で
す
。

　

�

体
験
時
間
は
１
種
類
に
つ
き
30
～
50
分
程
度

で
す
。
１
回
の
受
講
人
数
は
最
大
40
人
（
高

齢
者
の
場
合
は
約
20
人
）
ま
で
で
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

�

京
都
府
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
出
前
講
座

申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
木
津
警

察
署
生
活
安
全
課
へ
。

※�

申
込
受
付
後
、
講
師
・
機
材
な
ど
の
調
整
し

ま
す
の
で
、
１
カ
月
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ｑ�

木
津
警
察
署
〒
６
１
９

－

０
２
１
４
木
津
川

市
木
津
南
垣
外
15
・
ｔ
72

－

０
１
１
０

交通安全瓦版交通安全瓦版 ～自転車保険に加入していますか？～

　交通事故の発生件数が年々減少する中、自転車側
に責任のある事故の割合は増加傾向にあります。京
都府では、被害者の救済を図るとともに、加害者の
経済的負担を軽減するため、「自転車の安全な利用の
促進に関する条例」（以下「条例」）により自転車損害
保険等（以下「自転車保険」【注】）への加入が義務付け
られています。
　自転車で人身事故を起こしてしまうと、莫

ばく

大
だい

な損
害賠償が生じる場合があり、被害者と加害者の双方
にとって大変な負担になります。みんなのため、ま
た自分のためにも、必ず自転車保険に加入しましょ

う。傷害保険や火災保険、自動車保険などに「個人
賠償責任保険」の特約を付けることも可能ですの
で、一度確認してみてください。
　自転車保険に未加入の方や、加入しているか分
からない方は「きょうと自転車保険専用コールセン
ター」（京都府損害保険代理業協同組合）に、ぜひ一
度問い合わせてください。

【注】自転車の利用に係る交通事故により生じた他人の生
命または身体の被害に係る損害を賠償するための保険ま
たは共済のことをいいます。

ｑ自治振興課自治支援係ｔ95−1934

「きょうと自転車保険専用コールセンター」（京都府損害保険代理業協同組合）
ｔ０１２０−６７０−０２２（受付時間：平日午前９時から午後６時まで）
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令
和
４
年
12
月
10
日
㈯
に
特
定
非
営
利
活
動

法
人
京
都
空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
の
方
々
を
講

師
に
招
き
、
管
理
不
全
空
き
家
な
ど
の
発
生
防

止
の
た
め
の
啓
発
や
空
き
家
に
関
す
る
相
談
の

場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
空
き
家
対

策
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
会
を
東
畑
地
区
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
管
理
不
全
空
き
家
な
ど

の
安
全
性
（
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
）、
景
観
、

治
安
（
不
法
侵
入
）、
衛
生
面
（
不
法
投
棄
誘

発
、
動
物
の
巣
と
な
る
）
の
問
題
性
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
管
理
不
全
空
き
家
な
ど
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
の
解
決
策
と
し
て
、
売
却
、
賃

貸
、
管
理
な
ど
の
処
分
や
活
用
方
法
の
紹
介
の

ほ
か
、
放
置
す
る
こ
と
で
建
物
の
老
朽
化
が
進

み
、
価
値
が
下
が
る
こ
と
か
ら
、
処
分
・
活
用

す
る
ま
で
に
放
置
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
過
去
の
事
例
な
ど
を
基
に
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
相
続
時
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
、
ど
れ
だ
け
の
財
産
を
所
有

し
て
い
る
か
を
整
理
し
、
そ
の
財
産
を
親
族
に

ど
の
よ
う
に
相
続
す
る
の
か
な
ど
、
普
段
か
ら

行
っ
て
お
く
べ
き
家
族
会
議
の
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

　
個
別
相
談
会
で
は
、
空
き
家
に
関
す
る
悩
み

な
ど
に
対
し
て
専
門
家
か
ら
個
別
に
ア
ド
バ
イ

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
住
民
の
空
き
家
の
適
正
管

理
な
ど
に
関
す
る
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

　
空
き
家
に
関
す
る
法
律
問
題
、
登
記
問
題
、

賃
貸
・
売
買
な
ど
の
利
活
用
、
修
繕
・
維
持
管

理
な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

次
の
窓
口
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

　

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人�

京
都
空
き
家
相
談

セ
ン
タ
ー
（
担
当　
谷
本
、
清
水
）
／

　

�

精
華
町
大
字
山
田
小
字
花
原
５
番
地
２
・

ｔ
74

－

８
８
９
０

ｑ
都
市
整
備
課
開
発
指
導
係
ｔ
95

－

１
９
０
２

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会
を
実
施

　町では、コミュニティバスである「精華くるりんバス」の運行をはじめ、町内の公共交通環境の改善に取り組んでおり、
取組状況などについて「せいか交通だより」としてお知らせします。
　今回は、くるりんバスの広告についてお知らせします。

第６回第６回

くるりんバスでは広告主を募集しています
　町の費用負担により運行しているくるりんバスですが、
少しでも町負担を減らすため、車内外への広告主を募集
し、広告収入を確保しています。
　くるりんバスに広告を掲載するメリットとして、年間
６万人（令和４年度見込み）の利用があり、また、ルートも
町内を一筆書きでぐるぐると回るルートとなっていますの
で、車内外ともに多くの方々の目に触れ、高い PR効果があ
ることが挙げられます。
　広告掲載料は場所にもよって異なりますが、車内広告で
あれば年間２万9040円（２台分）から掲出可能で、現在は右
表の通りさまざまな事業者様の広告を掲載しています。
　車内外ともにまだ空きがありますので、町内向けに PRを
行いたいと考えられている事業者様は、ぜひ一度問い合わ
せてください！
ｑ都市整備課まちづくり計画係ｔ95−1902

現在の広告主様一覧
京都銀行

京都廣学館高等学校
高齢者総合福祉施設　神の園
精華町シルバー人材センター

田上歯科医院
花駒（イマージュホール精華）

※敬称略、五十音順

車両への広告掲載例

空き家対策セミナーの様子

16February

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

マイナンバーカード臨時申請窓口を開設します！（予約制）
　マイナンバーカード申請受付窓口を下記
の通り開設します。無料で申請用顔写真も
撮影します。右の二次元コードまたは事前
予約お問い合わせ先から予約してください。
　場所　スーパーサンフレッシュ狛田店（近鉄狛田駅前）
　日時　２月25日（土）午前10時～午後５時
【事前予約お問い合わせ先】
京都府マイナンバーカード新規申請サポート事前予約
TEL：050-1748-5784（受付時間：平日午前９時～午後５時）

引っ越しワンストップサービスが始まります
　マイナンバーカードをお持ちの方は、２月６日（月）
から、転出届をマイナポータルを通じて届け出できる
ようになります。マイナポータル
を通じて転出届の提出をした後
は、別途、転入先市町村の窓口で
転入届などの手続きが必要です。
　詳しくはデジタル庁ホームペー
ジをご覧ください。

ｑ総合窓口課戸籍住民係ｔ95−1915

マイナンバーカードの受け取りはお早めに！
　令和５年２月末までにマイナンバーカードを申請した方
は、マイナポイント付与の対象となります。カード受け取
り後、保険証や公金受取用口座の登録をし、マイナポイン
トを申し込むことで、上限２万円分のポイントを受け取る
ことができます。
　期限が近づくと窓口の混雑が予想されます。カードの受
け取りがまだの方はお急ぎください。
※受け取りには予約が必要です。

マイナンバー専用休日窓口（予約制）
　マイナンバーカードの申請受付・交付・電子証明書の更
新を行います。
　２月11日（祝・土）・26日（日）、３月11日（土）・26日（日）
　受付時間　午前９時～11時45分、午後１時～４時45分
※�事前に予約が必要です。はがきを
用意の上、インターネット、電話
または Eメールで連絡してくださ
い。

障
しょう
害
がい
のある人

ひと
もない人

ひと
も暮

く
らしやすい社

しゃ
会
かい
をめざして

手手
し ゅし ゅ

話話
わわ

でコミュニケーションでコミュニケーション 第
だ い

81回
か い

このページでは聴
ちょうかくしょうがい
覚障害のある方

かた
との意

い
思
し
疎
そ
通
つう
の方

ほう
法
ほう
の１つとして手

しゅ
話
わ
を紹
しょう
介
かい

しています。全
すべ
ての聴

ちょうかくしょうがいしゃ
覚障害者が手

しゅ
話
わ
を使

つか
うわけではありませんが、手

しゅ
話
わ
を

きっかけとして聴
ちょうかくしょうがい
覚障害についての理

り
解
かい
が広

ひろ
がることを願

ねが
っています。また、

関
かん
係
けい
団
だん
体
たい
の皆

みな
さんから、聴

ちょうかくしょうがい
覚障害がある方

かた
の体

たい
験
けん
や日

ひ
頃
ごろ
感
かん
じていることなど、

聴
ちょうかくしょうがい
覚障害について多

おお
くの方

かた
に知

し
ってもらいたいことをさまざまなテーマで発

はっ
信
しん

します。２月
がつ
・３月

がつ
は精

せいかちょうしゃかいふくしきょうぎかい
華町社会福祉協議会にサークル登

とう
録
ろく
があり、ボランティ

ア活
かつ
動
どう
に取

と
り組

く
んでおられる「精

せいかちょうようやくひっき
華町要約筆記サークル」のお話

はなし
です。

　要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

ってご存
ぞん

知
じ

ですか？聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の日
にちじょうせいかつ

常生活や社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

を支
し

援
えん

する方
ほう

法
ほう

の１つで、“話
はな

し言
こと

葉
ば

”を文
も

字
じ

にして手
て

書
が

きやパソコンで伝
つた

えます。要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

を必
ひつ

要
よう

とする聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の多
おお

くは、音
おん

声
せい

言
げん

語
ご

を獲
かく

得
とく

した後
あと

に失
しっちょう

聴した方
かた

（中
ちゅうとしっちょうしゃ

途失聴者）や聞
き

こえにくい方
かた

（難
なんちょうしゃ

聴者）です。文
も

字
じ

情
じょう

報
ほ う

は中
ちゅう

途
と

失
し っ

聴
ちょう

・難
なんちょうしゃ

聴者にとって慣
な

れ親
した

しんでいるので安
あんしん

心につながります。では筆
ひつ

談
だん

と要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

はどう違
ちが

うのでしょうか？筆
ひつ

談
だん

は話
はなし

をする当
とう

事
じ

者
しゃ

同
どう

士
し

が文
も

字
じ

を
書
か

いて伝
つた

え合
あ

います。要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

は誰
だれ

もが等
ひと

しく情
じょうほう

報を得
え

られ、コミュニケー
ションできるよう“伝

つた

えたい人
ひと

”と“知
し

りたい人
ひと

”を文
も

字
じ

でつなぐ架
か

け橋
はし

です。

文
も

字
じ

でつなぐ架
か

け橋
はし

・「要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

」

バレンタイン

ｑ社
しゃ
会
かい
福
ふく
祉
し
課
か
障
しょうがいふくしがかり
害福祉係ｔ95−1904

両
りょう

手
て

の指
ゆび

先
さき

をつけてハート
の形

かたち

を作
つく

り前
まえ

に出
だ

す

ホームページで
さまざまな手

しゅ

話
わ

を紹
しょう

介
かい

中
ちゅう

　こちら総合窓口
ニュースです！　vol. 71

インターネット
予約はこちらから

詳しくはこちらから
（デジタル庁ホームページ）
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SEIKA Fire Fighting News

京
都
府
で
は
、
地
域
や
職
場
で
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

目
指
し
て
、「
京
都
府
女
性
の
船
」
の
研
修
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
10
月
29
日
～

30
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
40
回
京
都
府
女
性
の

船
」
に
精
華
町
か
ら
２
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
木
田
淑し
ゅ
く
こ子
さ
ん
に
研
修
の
感

想
と
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　
今
回
初
め
て
「
京
都
府
女
性
の
船
」
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
代

の
方
々
の
生
き
方
や
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
互
い
の
違
い
を
尊
重
し
生
か
し
な
が
ら
活

躍
し
て
い
け
る
社
会
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。
特
に
、
男
女
共
同
参
画
を
目
指
し
な

が
ら
、
働
く
女
性
の
育
児
と
家
事
の
負
担
は
大

き
く
、
男
性
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
だ
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　
京
都
府
の
南
部
と
北
部
に
分
か
れ
て
の
視
察

で
は
、
南
部
に
あ
る
福
寿
園
の
研
究
所
を
見
学

し
て
京
都
府
の
お
茶
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、

こ
の
お
茶
の
日
本
伝
統
の
文
化
を
地
域
の
方
や

子
ど
も
た
ち
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
西
脇
知
事
の
講
演
で
は
「
あ
た
た

か
い
京
都
作
り
」
の
話
に
共
感
し
ま
し
た
。

期
待
さ
れ
る
女
性
リ
ー
ダ
ー

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
123
vol.　

今
後
は
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
と
し
て
、

悩
み
や
困
り
事
の
あ
る
人
に
寄
り
添
い
、
他
人

事
で
は
な
く
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、

解
決
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
活
動
に
も
で
き
る
だ

け
参
加
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ｑ
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

　
ｔ
95

－

１
９
１
９

 

年
々
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

詐さ

欺ぎ

」
の
被
害
増
加
が
非
常
に
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
と
と
も
に

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
が
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
広
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
詐
欺
で
は
、
基
本
的
に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
に
加
え
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報

を
詐
取
し
、
不
正
利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
が

大
半
で
す
。
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
利
用
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
利
用
者
の
多
い
サ
ー
ビ
ス
名
が
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
詐
欺
に
悪
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
最
近
の
詐
欺
メ
ー
ル
は
、
本
物
そ
っ
く
り

に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
偽
物
の
メ
ー
ル
と
見

抜
く
こ
と
が
難
し
い
点
が
特
徴
で
す
。
そ
こ
で

注
意
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
メ
ー
ル
の
件
名
に
使
わ

れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「【
緊
急
】
○
○
カ
ー
ド

か
ら
緊
急
の
ご
連
絡
」「
支
払
の
問
題
で
△
△

Ｉ
Ｄ
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
【
警
告
】」「
あ

な
た
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま

す
！
」
な
ど
受
け
取
っ
た
人
に
冷
静
な
判
断
力

を
失
わ
せ
る
よ
う
な
内
容
で
す
。
ま
た
本
文

に
も
「
こ
れ
ら
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

ア
カ
ウ
ン
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」「
サ
イ

ン
し
て
支
払
情
報
を
更
新
し
て
く
だ
さ
い
」

「
す
ぐ
に
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ロ
ッ

ク
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
、
こ
の

「
危
機
」
へ
の
対
応
策
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
合
、
注
意
す
る
こ
と
と
し
て
メ
ー
ル
を

確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
①
開
か
な
い
②
タ
ッ
プ

（
ク
リ
ッ
ク
）
し
な
い
③
入
力
し
な
い
の
３
つ

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
対
策
と
し
て
は
①
メ
ー
ル

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
②
ウ
ェ
ブ

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の

利
用
③
常
に
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
保
ち
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱性

を
塞ふ
さ
い
で
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
キ
ャ

リ
ア
決
済
【
注
】
で
誤
っ
て
個
人
情
報
を
入
力

し
た
場
合
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
・
暗
証
番

号
・
キ
ャ
リ
ア
決
済
の
設
定
を
変
更
す
る
か
、

携
帯
電
話
会
社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
事
前
に

２
段
階
認
証
を
設
定
し
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

な
ど
の
使
い
回
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
注
】
商
品
代
金
を
各
携
帯
電
話
会
社
の
携
帯
電
話
料

金
や
通
信
料
金
と
ま
と
め
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
決

済
方
法
。
携
帯
電
話
会
社
に
よ
り
名
称
は
異
な
る
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　

困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
平
日

の
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
に
は
、
京
都
府
・
京
都
市
が
共

同
で
設
置
し
て
い
る
「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電

話
相
談
」
で
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
京
都
消

費
生
活
有
資
格
者
の
会
が
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
ｔ
０
７
５

－

８
１
１

－

９
０
０
２
）。
受
付

時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
４
時
で
す
。

ｑ
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ｔ
72

－

９
９
５
５

急
増
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
被
害
に
ご
注
意
！

木田 淑子さん
（桜が丘地区）

西脇知事の講演 福寿園の研究所を見学
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SEIKA Fire Fighting News

消
防
団
管
轄
地
域

【
団
本
部
・
女
性
部
】

　
　
　
　
町
全
域

【
第
１
分
団
】

　
第
１
部　
菱
田
、
滝
ノ
鼻
、
中
久
保
田

　
第
２
部　
舟
、
里

　
第
３
部　
北
稲

　
第
４
部　
僧
坊
、
谷
、
旭

【
第
２
分
団
】

　
第
１
部　
西
北
、
東
、
中

　
第
２
部　
南
、
祝
園
西
一
丁
目

　
第
３
部　
南
稲
、
精
華
台
四
・
五
・

　
　
　
　
　
九
丁
目

　
第
４
部　
植
田

　
　
　
　
　
精
華
台
一
・
二
・
三
・

　
　
　
　
　
六
・
七
・
八
丁
目　

　
第
５
部　
菅
井
、
馬
渕
、
北
ノ
堂

【
第
３
分
団
】

　
第
１
部　
山
田
、
桜
が
丘
一
・
二
丁
目

　
第
２
部　
乾
谷
、
桜
が
丘
三
・
四
丁
目

　
　
　
　
　
光
台
二
・
四
・
五
・
七
丁
目

　
第
３
部　
柘
榴
、
光
台
六
・
八
丁
目

　
第
４
部　
東
畑
、
光
台
一
・
三
・
九
丁
目

ｑ
消
防
本
部
総
務
課
ｔ
94

－

４
４
７
３

広報広報
しょうぼうしょうぼう
「地域の絆で町を守る！」「地域の絆で町を守る！」

Ｖｏｌ.352

京
都
府
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

◆
勤
功
章

　

�

消
防
団
勤
続
15
年
以
上
で
、
消
防
団
の
強
化

育
成
等
に
尽
力
し
成
績
が
優
秀
で
他
の
模
範

と
な
る
方

　
　
１

－

３　
団　
員　
澤
田　
勝
寿

◆
精
績
章

　

�
消
防
団
勤
続
15
年
以
上
で
、
成
績
優
秀
で
他

の
模
範
と
な
る
方

　
　
２

－

２　
指
導
員　
喜
多　
勇
介

◆
精
勤
章

　
消
防
団
勤
続
10
年
以
上
で
成
績
優
秀
な
方

　
　
１

－
２　
団　
員　
古
川　
新
二

　
　
２

－
１　
指
導
員　
吉
田
雄
一
朗

　
　
２

－

３　
指
導
員　
田
中　
秀
樹

　
　
３

－

４　
指
導
員　
大
谷　
紀
之

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
定
例
表
彰

　
消
防
団
勤
続
７
年
以
上
で
、
成
績
優
秀
な
方

　
　
１

－

１　
指
導
員　
佐
久
間
邦
彰

　
　
１

－

４　
班　
長　
西
野　
将
樹

　
　
２

－

３　
部　
長　
富
田　
　
翼

　
　
２

－

４　
班　
長　
松
井　
誉
幸

　
　
３

－

２　
指
導
員　
杉
浦　
普
哉

　
　
３

－

３　
指
導
員　
中
井　
康
祐

精
華
町
長
永
年
勤
続
表
彰

　

�

消
防
団
勤
続
20
年
以
上
で
、
成
績
が
特
に
優

秀
な
方

◆
勤
続
20
年

　
　
２

－

２　
指
導
員　
喜
多　
勇
介　
　

　
　
３

－

４　
団　
員　
浦
井　
克
彦�

　
　
女
性
部　
班　
長　
薮
内
さ
ほ
り

精
華
町
長
定
例
表
彰

　
消
防
団
の
各
部
か
ら
成
績
優
秀
な
方

　
　
１

－

１　
部　
長　
中
川　
高
志

　
　
１

－

３　
部　
長　
藤
井　
淳
史

　
　
１

－

４　
部　
長　
太
田　
圭
孝

　
　
２

－

２　
部　
長　
森
島　
悠
太

　
　
２

－

３　
部　
長　
富
田　
　
翼

　
　
２

－

４　
部　
長　
佐
竹　
孝
之

　
　
２

－

５　
部　
長　
堀
池　
德
郎

　
　
３

－

３　
部　
長　
中
村　
圭
志

　
　
３

－

４　
部　
長　
野
中　
勝
利

　
　
女
性
部　
部　
長　
廣
田　
美
和

精
華
町
消
防
団
長
定
例
表
彰

　
消
防
団
の
各
部
か
ら
成
績
優
秀
な
方

　
　
１

－

１　
団　
員　
野
秋　
善
嗣

　
　
１

－

４　
指
導
員　
山
田　
智
弘

　
　
２

－

１　
団　
員　
松
尾　
渓
斗

　
　
２

－

２　
班　
長　
中
川　
良
介

　
　
２

－

３　
団　
員　
松
井　
宥
樹

　
　
２

－

４　
団　
員　
子
冨
呂
匠
悟

　
　
２

－

５　
団　
員　
寺
本　
和
広

　
　
３

－

１　
団　
員　
山
本　
圭
一

　
　
３

－

２　
団　
員　
中
野　
元
徳

　
　
３

－

４　
指
導
員　
大
谷　
紀
之

消
防
団
活
動
に
精
励
し
た
消
防
団
員
を
表
彰
‼

新
春
恒
例
の
精
華
町
消
防
出
初
式
を
１
月
８
日
㈰
に
山
田
荘
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
精
華
町
長
か
ら
の
年
頭
の
訓
示
や
消
防
団
活
動
に
精
励
し
た
団
員
に
各
種
の
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
省
略
、
数
字
は
分
団
名
・
部
名
）
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健康・医療

授業でのＩＣＴ機器活用 すすむ！
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
公
表
　
第
３
回

質
問
紙
調
査
編

小学 6 年生

60
50
40
30
20
10
0

58.8%58.8% 53.1%53.1%
43.9%43.9%

精
華
町 全

国

37.2%37.2%
精
華
町

全
国

中学３年生 小学 6 年生

100
80
60
40
20
0

97.0%97.0% 95.4%95.4% 96.4%96.4%96.8%96.8%

精
華
町

全
国

精
華
町

全
国

中学３年生

図１　ICT機器に関する質問 図２　いじめに関する質問

令
和
４
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た｢

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
最
終
回
と
し

て
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査
の
結
果
を
掲
載
し
ま

す
。

　
質
問
紙
調
査
は
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学
習

や
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
質
問
に
よ
り
調
査
を

し
た
も
の
で
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
質
問
項

目
を
次
の
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
全

国
平
均
と
の
比
較
や
小
学
生
と
中
学
生
の
比
較

な
ど
特
徴
的
な
18
の
質
問
に
つ
い
て
分
析
を
し

ま
し
た
。

《
１　
学
習
状
況
に
つ
い
て
》

「
学
校
で
、
授
業
中
に
自
分
で
調
べ
る
場
面

で
、
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
、
ど
の
程
度
使
っ
て
い
ま
す
か
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
）」
の
質
問
（
図
１
）
で
は
、

「
ほ
ぼ
毎
日
」
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
は
、
全

国
と
比
較
し
て
高
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
週

３
回
以
上
と
答
え
た
数
と
合
わ
せ
る
と
、
15
ポ

イ
ン
ト
ほ
ど
全
国
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
授
業
内
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
時
間
が

増
え
、使
用
が
日
常
化
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
先
に
進
ん
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
に
お

い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
２　
学
校
生
活
に
つ
い
て
》

「
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か
」

の
質
問
に
対
し
、
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

と
も
に
約
８
割
が
肯
定
的
な
回
答
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
友
達
と
協
力
す
る
の
は
楽
し
い
と

思
い
ま
す
か
」
の
質
問
で
は
、
合
わ
せ
て
９
割

以
上
の
児
童
生
徒
が
「
当
て
は
ま
る
・
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
当
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
っ
て
も
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
友
達
と
協
力
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

《
３　
自
分
自
身
の
事
に
つ
い
て
》

「
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す

か
」
の
質
問
で
は
「
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
小

学
６
年
生
は
、
全
国
平
均
よ
り
若
干
低
く
、
中

学
生
で
は
全
国
を
や
や
上
回
り
ま
し
た
。「
将

来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」
の
質
問

で
は
、
小
学
６
年
生
で
は
約
８
割
の
児
童
が
肯

定
的
な
回
答
を
し
、
中
学
３
年
生
で
は
約
７
割

の
生
徒
が
肯
定
的
な
回
答
を
し
て
い
ま
す
。

《
４　
規
範
意
識
に
つ
い
て
》

「
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進
ん
で
助
け
て

い
ま
す
か
」
の
質
問
で
は
、
小
学
６
年
生
、
中

学
３
年
生
の
回
答
の
約
９
割
が
肯
定
的
な
回
答

で
し
た
。
ま
た
、「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
か
」の
質
問
に
お
い
て
も
、

９
割
以
上
の
児
童
生
徒
が
肯
定
的
な
回
答
を
し

て
い
ま
す
。

「
い
じ
め
」
に
関
す
る
質
問
（
図
２
）
に
お
い

て
も
ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
「
い
じ
め
は
ど

ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
だ
」
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご
く
少
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、
肯
定
的
な
回
答
を
し
な
か
っ
た

児
童
生
徒
が
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
道
徳

教
育
や
人
権
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

《
５　
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
》

「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い

ま
す
か
」
の
質
問
で
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

参
加
し
て
い
る
」
も
含
め
て
小
学
６
年
生
の

66・９
％
の
児
童
が
、
中
学
３
年
生
で
51・６
％

の
生
徒
が
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
質
問
に
つ
い
て
の
精
華
町
の
児
童
生

徒
の
回
答
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」
の
質
問
で
も
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
将
来
の
精
華
町

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、地
域
に
関
心
を
持
ち
、

地
域
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

《
６　
家
庭
生
活
に
つ
い
て
》 

　
朝
食
に
つ
い
て
は
、
小
学
６
年
生
、
中
学
３

年
生
と
も
に
90
％
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ほ

ぼ
毎
日
食
べ
て
登
校
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
項
目
は
、
毎
回
の
調
査
で
高
い

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
普
段
（
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
）
１
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時

間
、テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
、�

携
帯
式
の
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
も
含
む
）
を
し
ま
す

か
」
の
質
問
で
は
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
は
小

中
学
校
と
も
や
や
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、
中
学
３
年
生
に
お
い
て
は
、
３
時
間
以
上

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
割
合
が
全
体
の
25
・
７
％

を
示
し
て
い
ま
す
。
使
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
を

決
め
る
こ
と
は
、
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
方
に
つ
い
て
家
の
人
と
約
束

し
た
こ
と
を
守
っ
て
い
ま
す
か
」の
質
問
で
は
、

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
率
か
ら

考
え
る
と
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
「
き
ち
ん
と

守
っ
て
い
る
・
だ
い
た
い
守
っ
て
い
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
、
京
都
府
と
比

べ
て
も
、
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ｑ
教
育
支
援
室
教
育
支
援
係
ｔ
95

－

１
９
２
３

分
析
対
象
と
な
っ
た
質
問
項

目
や
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
グ

ラ
フ
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

≪読書タイム≫　～確かな学力を育む～
　毎朝８時30分からの５分
間、全校一斉に読書タイムを
取り入れています。いつも本
が手に届くところにあり、読
書が習慣になる子どもたちに
なってほしいという願いから
取り組んでいます。読書タイ
ムに加え、水曜日は読み聞か
せサポーターの方々に、読み
聞かせをしていただいていま
す。

≪ ICT 活用について≫
～社会の変化に対応する教育の推進～
　１人１台タブレットが支給
され、授業や家庭学習で積
極的に活用できるようにな
りました。子どもたちも日々
活用経験を重ね、ICT活用の
スキルが向上しています。
「Society（ソサエティー）5.0」
の社会に向けて、学校や家庭教育の在り方、子どもたちを
取り巻く環境は、今後も大きな変化を見せていくことと
思います。さまざまな変化に対応できるよう、今後も ICT
機器を積極的に活用していきます。

ｑ山田荘小学校ｔ72−0545、精華町役場�学校教育課�学校教育係ｔ95−1906

山田荘小学校

夢をもち、心ゆたかにたくましく 学びに向かい 未来を拓く子どもの育成

　山田荘小学校は、豊かな自然、歴
史、文化と学研都市の教育資源が織り
なす素晴らしい教育環境の下、保護
者、地域の方々の子どもたちへの熱い
思いに包まれて、令和４年度は、創立
136周年を迎えています。
　本校の学校教育目標を「夢をもち、
心ゆたかにたくましく�学びに向かい�
未来を拓く子どもの育成」とし、学校
教育目標達成のため「確かな学力を育む」「豊かな人間性・
健やかな身体の育成」「社会の変化に対応する教育の推進」
「地域・家庭との連携」を学校経営の重点とし、教育活動を
すすめています。

≪地域サポーターの心強い支援に感謝≫
～地域・家庭との連携～
　本校では、地域サポーターの協力を得て、さまざまな活
動を行っています。「キッズサポーター」に毎日登下校時に
児童の見守りを、「お話サポーター」に朝や中間休みの読み
聞かせのほか、低学年児童を対象として拡大お話会を開催
していただいています。「図書サポーター」に本の貸し出し
や図書室の環境整備、「クラブ・学習サポーター」に主に家
庭科の授業や家庭科クラブの支援、総合的な学習の時間を
中心に学習のサポート、「環境サポーター」に中庭やプラン
ターの植物の手入れや水やりをしていただいています。多
くのサポーターの方々に支えられ、教育環境が整備され、
本当に感謝の思いです。学校からも地域に貢献しようと、
公園清掃など、取り組みを進めています。

山田荘小学校
キャラクター
「やまたん」

目指す児童像

進んで学び、やりぬく子 一人一人のよさや可能性を大切にし、主体的に学びに向かい、学んだことに価値や手応え
を感じ、粘り強く学んでいく児童を育てます。

仲よく、助け合う子 一人一人のよさや違いを認め合い、思いやりを行動に移すことのできる児童、人とのつな
がりを大切にし、協働し、より良く生きようとする児童を育てます。

強く、たくましい子 自他の生命尊重を基盤とし、あきらめず粘り強く挑戦し続けていく強くしなやかな意思を
もち、心身ともに健康で安全に輝いて生きる児童を育てます。
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掲 示 板掲 示 板

ひとりで悩まないで……　子ども虐待に気づいたら……毎月19日「きょうと育児の日」は、
家庭・職場・地域が一体となって子育
て支援を推進する日です。

児 童 相 談 所
全国共通ダイヤル ９８１

いちいち はやはや くく

１歳からのパパひろば.............................
　赤ちゃんとパパを卒業した方、交流会でいろいろな話を
して楽しみましょう。
▶日　　時　３月４日（土）午前10時～11時30分
▶場　　所　こまだ保育所 １階ホール
▶対 象 者　�満１歳～２歳０カ月（３月１

日現在）の子どもとお父さん
▶申込期間　２月10日（金）～17日（金）

子育て支援センター催し　参加者の声.......
◆親子でやる気スイッチ…２回シリーズで開催！
・�思い切り体を使って遊んで、私自身もリフレッシュでき
ました。
・�子どものどんな姿も認めてもらえて、子育ての参考にな
りました。
・�子どもとしっかり向き合えて、こんなこともできるん
だ、と新しい発見がありました。

◆わらべうたあそび
【みんなの元気塾】
・�すてきな歌声で親も子も癒されました。
・�歌いやすいリズムや音程で楽しかったです。
・�おじいちゃんおばあちゃんの家のような感じで、懐かし
くて落ち着けました。

【照光寺】
・�普段行くことのないお寺の中に入らせてもらい、すてき
な雰囲気に心が洗われるようでした。
・�わらべうただけでなく、子育てで大切にしたいことの話
やすてきなリコーダーの演奏が聞けて、とてもいい時間
を過ごさせていただきました。

◆パパママ講座「ふれあい・運動遊び」
・�はじめは緊張していた子どもも、どんどん楽しそうな笑
顔になっていました。
・�バルーンはなかなかできる機会がないので楽しかったで
す。
・�自宅ではできないような体を動かす遊びがたくさんでき
て良かったです。

◆ 子育てふれあい教室「音楽リズム遊び」…３回シリーズ
で開催！
・�優しい笑顔、優しい声で子どもも安心して参加できまし
た。
・�毎回、できることが増えていき、親もうれしかったで
す。
・�音楽に合わせていろいろな楽器を鳴らせて楽しかったで
す。
・�子どもの様子を見ながらすすめてくださり、楽しめるよ
うな声掛けや、なぜそうするのかを説明しながらすすめ
てもらえて良かったです。
・�最近、子育てに悩むことばかりでしたが、音楽リズム遊
びに参加し子どもが少しだけ成長した姿が見られて、少
し心が軽くなりました。

育児相談................................................
◆子育て支援センター来所相談
　事前に電話で同センター（ｔ98−4001）に申し込んで
ください。
◆子育て支援センター・町内各保育所電話相談
　月～金曜日 午前10時～午後４時
　※�保育所（電話番号は本誌34ページ）では土曜日も相談
を受けています。（午前８時30分～正午）

にこにこ相談（乳幼児相談）.......................
「どれくらい大きくなったかな？」「離乳食のすすめ方
は？」など気になることがいっぱい。そんなときは保健師
や栄養士に相談してみましょう。
▶日　　時　２月24日（金）午前９時30分～
▶場　　所　かしのき苑 1階 交流広間
▶相談内容　①計測②育児相談（保健師）
　　　　　　③離乳食相談（管理栄養士）
▶持 ち 物　バスタオル、母子健康手帳
▶申込期間　利用日の１カ月前～１週間前まで
▶申込方法　�電話で子育て支援センター（ｔ98−4001）

に申し込んでください。

マタニティサロン...................................
　母子手帳をもらったら、マタニティサロンに参加してみ
ませんか。
▶日　　時　２月25日（土）午前10時～11時30分
　　　　　　※３月は11日（土）
▶場　　所　子育て支援センター
　　　　　　※保健センターに変更になる場合があります。
▶対 象 者　�町内在住の妊婦さんと配偶者
▶講　　師　岡 いくよ氏（助産師）
▶申込期間　毎月月初めの平日～実施日前日の正午まで

とっとこひろば“絵本のひろば”................
　すくすくプレールーム“とっとこひろば”の中でおはなし
サークル「おはなしのこばこ」さんによる、読み聞かせ会が
あります。
▶日　　時　２月28日（火）午前10時30分～11時
　　　　　　※�申し込み多数の場合、２部制にすることが

あります。
▶場　　所　子育て支援センター
▶対 象 者　�満１歳６カ月以上の未就園児と保護者
▶申込期間　２月20日（月）～22日（水）

▶申込方法
　　�各事業の申し込みについては町

ホームページまたは右の二次元
コードから。
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今月の子育て支援センター今月の子育て支援センター

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。23 February

月 火 水 木 金 土
６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日

すくすくプレールーム
よちよちひろば

（午前10時～正午）
【支援センター】

すくすくプレールーム
とっとこひろば

（午前10時～正午）
【支援センター】

発達応援プレールーム
“あいあいひろば”
（午前10時～11時30分）
【保健センター】

建国記念の日

すくすくプレールーム
にっこりひろば

（午後１時30分～３時30分）
【支援センター】

すくすくプレールーム
にっこりひろば

（午後１時30分～３時30分）
【支援センター】

13日 14日 15日 16日 17日 18日

すくすくプレールーム
よちよちひろば

（午前10時～正午）
【支援センター】

すくすくプレールーム
とっとこひろば

（午前10時～正午）
【支援センター】

赤ちゃんサロン（B）
（午前10時～11時30分）
【保健センター】

すくすくプレールーム
にっこりひろば

（午後１時30分～３時30分）
【支援センター】

お誕生日のつどい
（午前10時～11時30分）
【支援センター】

赤ちゃんとパパ
（午前10時～11時30分）
【保健センター】

食育講座
（おやつ・食事編）
（午前10時～11時30分）
【むくのきセンター】すくすくプレールーム

にっこりひろば
（午後１時30分～３時30分）
【支援センター】

おはなしポケット
（午後3時～3時30分）
【せいかガーデンシティ店】

20日 21日 22日 23日 24日 25日
すくすくプレールーム
よちよちひろば

（午前10時～正午）
【支援センター】 すくすくプレールーム

とっとこひろば
（午前10時～正午）
【支援センター】

天皇誕生日

にこにこ相談
（午前9時30分～11時）
【かしのき苑】

マタニティサロン
（午前10時～11時30分）
【支援センター】
※第2土曜日より変更すくすくプレールーム

にっこりひろば
（午後１時30分～３時30分）
【支援センター】

27日 28日 ３月１日 ２日 ３日 ４日
すくすくプレールーム
よちよちひろば

（午前10時～正午）
【支援センター】

すくすくプレールーム
とっとこひろば
＆絵本のひろば

（午前10時～正午）
【支援センター】

赤ちゃんサロン（A）
（午前10時～11時30分）
【保健センター】

すくすくプレールーム
にっこりひろば

（午前10時～11時30分）
【いけたに保育所】
（午後１時30分～３時30分）
【支援センター】

1歳からのパパひろば
（午前10時～11時30分）
【支援センター】すくすくプレールーム

にっこりひろば
（午後１時30分～３時30分）
【支援センター】

ｑ子育て支援センター（こまだ保育所内）ｔ98−4001

※�午前９時の時点で精華町に気象警報が発令された場合は、子育て支援センターの事業は中止になります。発令前に中止する
場合は、町ホームページに掲載しますので確認してください。支援センター事業への参加は、町内在住の方とします。

※感染症拡大防止のため、全ての事業を予約制とします。感染症拡大状況により、中止・延期する場合があります。
※　　は申し込み終了しました。

〈対象者：町内在住の方〉
よちよちひろば：おおむね１歳６カ月までのお子さん
とっとこひろば：おおむね１歳６カ月以上のお子さん
にっこりひろば：おおむね０歳以上２歳未満のお子さん
赤ちゃんサロンＡ：２カ月～７カ月の赤ちゃん
赤ちゃんサロンＢ：８カ月～12カ月の赤ちゃん

〈会場の所在地〉�
・保健センター：北稲八間井手ノ元27−１
・むくのきセンター：下狛神ノ木８
・せいかガーデンシティ店：祝園西一丁目９−46
・かしのき苑：南稲八妻砂留22−1
・いけたに保育所：桜が丘三丁目２−２
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なすの
ピリ辛だれ

319
毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日

今回は、精華町食生活改善推進員協議会「あすなろ会　
丸山班」が紹介する「なすのピリ辛だれ」です。

食育ミニ情報 No.32
白菜はどこから食べる？
白菜は外側から使いがちですが、内側から食べるのがベスト。収穫後も外側の葉は内
側に養分を送り続けるので、内側から食べることでおいしさが長持ちします。

▼材料（２人分）
　�なす中３本（240㌘）、ねぎ10㌘、しょうが5㌘
　ピリ辛だれ：酢大さじ1、醤油大さじ1、砂糖小さじ1、ごま油小さじ1、ラー油適量

▼作り方
（1）�なすはヘタを切り落とし、耐熱皿に並べる。ラップをふんわりとかけ、600ワットの電子レンジで４分

加熱し、取り出して粗熱をとる。
（2）�ねぎを小口切り、しょうがをみじん切りにする。
（3）�ピリ辛だれの材料を混ぜ合わせ、（2）を加えてよく混ぜる。
（4）なすは粗熱が取れたら手で縦４～６つに裂き、長ければ半分に切る。
（5）なすを器に盛り、ピリ辛だれをかける。

▼１人分の栄養価
　エネルギー 67キロカ

ロリー・たんぱく質2.1㌘・脂質3.1㌘・カルシウム26ミリ
グラム・食物繊維2.8㌘・塩分1.3㌘

営業時間の変更や臨時休業をされている場合があります。詳細については各店舗に問い合わせてください。

ｑ�せいか365事務局�（健康推進課・高齢福祉課・国保医療課・生涯学習課・企画調整課）�ｔ95−1905（健康推進課内）

「食の健康づくり応援店」
「食の健康づくり応援店」とは、「野菜たっぷり」や「塩分ひかえめ」メニューの提供、
「エネルギー表示」「食物アレルギー表示」など、食を通じた府民の健康づくりに積
極的に取り組む飲食店などのことです。
　ステッカーがあるお店には、「野菜たっぷり」や「塩分ひかえめ」「エネルギー表示」
のいずれかのメニューが３品以上、または全メニューに「食物アレルギー表示」があ
ります。

「ル・パティシエヤマダ」
このお店では、全ての商品にアレルギー表示（特定原材料７品目）を行っています。

住　　所：光台九丁目８−８
　　　　　アイアールポート（１階）
Ｔ Ｅ Ｌ：95−0555
営業時間：午前９時30分～午後７時
定 休 日：火曜日
　　　　　（祝日のときは営業・振替）
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種別 問い合わせ先及び事業名 日程 ポイント

子育て
親子参加

①よちよちひろば

23ページ『子育てす
くすく掲示板』をご
覧ください。

20P

①とっとこひろば
①にっこりひろば
①お誕生日のつどい
①赤ちゃんサロンA・B
①マタニティサロン
①音楽リズム
①赤ちゃんとパパ

乳幼児
健診
教室

②マタニティフェア

対象者には個別通知

②３～４カ月児健診
②９～ 10カ月児健診
②１歳６カ月児健診
②２歳４カ月児健診
②３歳６カ月児健診

セイカ
歩数計
アプリ

②セイカ歩数計 各自、取り組むこと
ができます。

２P/6000歩
最大60P/月

365
ポイント
シート

※

②�役場庁舎　
　２階健康推進課受付

２月22日（水）
午後2時～4時

30P③�大人の健康教室グットネス
受付（アピタタウンけいは
んな西館１階）

２月18日・25日、
３月４日・11日（土）
午前10時～午後4時

運動
体操

②�いちご体操�（役場庁舎
２階図書館前）

２月15日（水）
午前８時10分～ 20P

③グットネスラジオ体操
第１～４週目の（火）～（日）
午前９時50分～
（雨天中止）

10P/日

④むくのきセンター来館ポイント 休館日を除く全日
10P

⑤かしのき苑来館ポイント 休館日を除く全日

【２月16日（木）～３月15日（水）】
■�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業中止とな
る場合があります。町ホームページで確認してください。

健康ポイント対象事業ご案内

※�健康ポイント事業の概要については、令和４年度家族の
健康カレンダーを参照してください。

ｑ�①子育て支援センターｔ98−4001　②健康推進課ｔ

95−1905　③大人の健康教室グットネスｔ98−3900
　�④むくのきセンターｔ98−0200　⑤かしのき苑ｔ94
−5200

詳しくはこちら⇒

「セイカ歩数計アプリ」と
「せいか 365 健康ポイント」が
 連携しています。

　国民健康保険は、制度創設以来、全国民がいつでもどこ
でも安心して医療が受けられる「国民皆保険制度」の中核を
担い、地域医療の確保や地域住民の健康の維持増進に貢献
してきました。
　特に、昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大の中で、
国民の生命と健康を守る医療を支える、国民皆保険制度の
重要性も認識されているところです。
　しかしながら、国民健康保険は、他の医療保険に属さな
い全ての人を被保険者としているため、高齢化や産業構造
の変化、社会保険適用拡大などの影響を受けて、制度創設
当時と比較すると、自営業者や若い方の加入者の割合が減
少し、無職者や高齢者の割合が増加しています。
　被用者保険に比べて中高年齢者が多く加入していること
から医療費が増加する一方、保険税の負担能力が低い方々
の加入割合が高く、保険税の負担率が高いという構造的な
問題を抱えており、加えて急速な高齢化などによる医療費
のさらなる増加や、長引く新型コロナウイルス感染症の影
響などへの対応も求められています。
　令和３年度の国民健康保険特別会計の決算額は、30億
527万円でした。
　被保険者は町人口の17.2％となる6,350人で、１年間
に125人減少し、１人当たりの診療費は31万566円で、�
令和２年度と比べて１万1,706円（3.9％）増加しました。�
保険給付費は22億248万円で、令和２年度と比べて
8,433万円（4.0％）増加しているものの、令和元年度と比
較すると、0.9％の増加にとどまっています。これは、令
和２年度が新型コロナウイルス感染症の影響などによる受
診控えにより減少しましたが、令和３年度は受診控えが解
消したことにより増加したものと考えられます。
　国保税の抑制のためには医療費を抑えることと、健康的
な体を維持することが重要です。今後も保険者として、保
健事業の推進や健康増進、医療費適正化の推進や国保税の
適正な賦課と収納率の向上への取り組みを行い、１人当た
りの医療費の伸びを抑制することにより、国保財政の安定
した運営につなげていきます。
ｑ国保医療課ｔ95−1929

令和３年度の国保の状況

25 February

365
プロジェクト
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夢を叶えよう夢を叶えよう
第14代 国際交流員コラム

12月３日土曜日　   ～９日金曜日

心ふれあう社会の実現をめざして

　身体障害者協議会では、毎年、障害者週間（12月３日～
９日）に祝園駅東西連絡通路で街頭啓発活動を実施してい
ますが、今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、
町立図書館の企画展示「障害者週間」に合わせ、同施設で啓
発展示を行いました。
　展示やマスク、ティッシュなどの啓発用物品で来館者に
障害者の自立と社会参加の実現を呼びかけました。

12月８日木曜日　   ・９日金曜日

映画を通じて人権を考える

　精華町人権シネマサロンを、12月８日（木）・９日（金）
の２日間にかけて、京都府立けいはんなホールで実施しま
した。
　このイベントは、人権に関する映画の鑑賞を通じて、住
民に人権について考えていただくことを目的に開催してい
る事業です。
　今回の作品は、「梅切らぬバカ」を６回上映し、約800
人の来場者がありました。また、映画上映に合わせて、人
権に関するパネル展示なども行い、来場した皆さんの人権
意識の高揚を図りました。

12月11日日曜日

あなたにとって日本とは？
「第21回日本語による外国人のメッセージコンテスト」
が町交流ホールで行われました。
「あなたにとって日本とは？～これまでとこれから～」を
テーマに、７カ国８人の外国人の方が日本への思いや考え
などについて日本語で発表し、観覧者は世界からのメッセ
ージに耳を傾けました。
　また、精華西中学校国際交流部、木津南中学校チャレン
ジ部の皆さんが活動発表として、世界の食事マナーや世界
遺産などについて調べた内容をクイズ形
式で発表しました。
　上位入賞者の動画は、せいかグローバ
ルネットのホームページ（右の二次元コー
ド）から視聴できます。
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夢を叶えよう夢を叶えよう
第14代 国際交流員コラム

第8回

Now that Christmas is over, the next big holiday in 
the United States is Valentine's Day which takes place 
every year on February 14th. I think that Valentine's 
Day is celerated in a similar way to how Christmas is 
celebrated in Japan since it is mainly a "couples" event. 
Valentine's Day in the United States is a holiday 
centered around couples expressing love to their 
significant other by exchanging gifts, but it is also 
common for parents to give their children Valentine's 
Day-themed stuffed animals and candy. Growing up, 
my mom would make the effort to give me a stuffed 
animal and candy and I was very grateful because it 
made me feel special and loved. 

As I have become older, the more serious and 
complicated Valentine's Day has become, but I 
remember Valentine's Day in elementary school to be a 
lot more simple and fun. One year in elementary school, 
I remember decorating a tissue box with animals 
made out of popsicle sticks. Every time I see the box, 
I always think of the fond memories that I have of 
exchanging Valentines with my friends in elementary 
school. All of my classmates made their own boxes so 
there were many interesting and unique decorations. I 
remember the excitement everyone felt to not only give 
all of their friends a Valentine, but to also see what 
Valentines they would be receiving from everyone else. 
When I reflect back on this memory now, I think it was 
nice that everyone had the opportunity to exchange 
Valentines and talk with classmates that they were not 
very close to. 

Because there is no such thing as "White Day" in the 
United States, Valentine's Day is a day in which both 
men and women exchange gifts. There is a common 
perception that dates or more grand gestures would be 
planned by men instead of women, however, I believe 
that has changed in recent years. The most important 
thing about this holiday is to show the special people in 
your life that you care about them. Please take the time 
to show your loved ones that you care! 

Memories of Valentine's Day
　アメリカではクリスマスの後の大きな行事はバレンタイン
デーです。この行事は毎年2月14日に祝われています。アメ
リカのバレンタインデーは日本のクリスマスと同じように、
付き合っている人たち中心のイベントのように思えます。ア
メリカのバレンタインデーは恋人たちがお互いにプレゼント
を交換して愛を伝えますが、恋人たちだけではなく、両親が
子どもにバレンタインをテーマにしたぬいぐるみやお菓子な
どを渡すというケースもあります。子どもの頃を振り返る
と、お母さんがバレンタインデーにいつも私にプレゼントを
用意してくれて、それが特別で愛があふれていてとても嬉し
かったのを覚えています。
　大人になってからバレンタインデー自体はもっと複雑に
なったような気がしますが、小学校の頃はもっと気軽に楽
しめる行事だったという記憶があります。小学生の時に、
ティッシュ箱をアイスの棒で作った動物で飾りました。その
箱を見るたびに小学校の友達とお互いにプレゼントを交換し
たことを思い出します。みんながそれぞれ独特で面白いデザ
インの箱を作って、貰ったプレゼントを入れました。友達と
プレゼントを交換する時に、どんなプレゼントがもらえるの
かワクワクしたことを今でもよく覚えています。今振り返る
と、小学校での経験はとてもよかったと思いますし、普段交
流できなかったクラスメートと話す機会にもなりました。
　アメリカではホワイトデーというものがないため、バレン
タインデーには男性も女性もプレゼントを交換し合います。
女性より男性の方がいろいろな企画をするイメージが一般的
ですが、近年では少し変わってきたと思います。バレンタイ
ンデーを祝う理由は、人生で大切な人に「私はあなたのこと
が好きですよ」「大事
にしたいですよ」とい
う気持ちを伝えるた
めです。今年のバレ
ンタインデーは、あ
なたの大切な人にそ
ういう気持ちを伝え
てみてくださいね！

バレンタインデーの思い出

トロンブリー・ケイトリン（愛称：ケイティ）
米国ミシガン州ニューヘブン出身。
1999年１月30日生まれの24歳。町役場
では、多文化共生や国際理解など、まちの
国際化の仕事を担当。

左の二次元コードから英語の
音声を聞くことができます。

Let’s.Listen.!
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ッ
ツ
）

／
ｔ
95

－
７
９
０
２

健
康
講
演
会　
　
　
　

  　
　
　

   

知
っ
て
得
す
る
お
薬
の
話

日
時　
３
月
６
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

場
所　
５
０
１
・
５
０
２
会
議
室（
町

役
場
５
階
）

定
員　
30
人

内
容　
お
薬
の
正
し
い
飲
み
方
、
か
か

り
つ
け
薬
局
の
こ
と
な
ど
、
聞
い
て
得

す
る
話
を
薬
剤
師
が
分
か
り
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

講
師　
三
谷�

卓
哉�

薬
剤
師（
ミ
タ
ニ

薬
局
）

申
込
期
限　
３
月
３
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
へ

ｑ  

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係
／
ｔ
95

－

１
９
０
５

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

日
時　
３
月
７
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　
山
城
南
保
健
所

内
容　
保
健
師
や
看
護
師
が
、
が
ん
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
ま
す
。

申
込
方
法　
前
日
午
後
４
時
ま
で
の
平

日
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
に
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

※�

次
の
と
こ
ろ
で
も
、
平
日
午
前
９

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
に
相

談
で
き
ま
す（
電
話
も
可
）。

ｑ  

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
／
ｔ
０
１
２
０

－
０
７
８

－

３

９
４

認
知
症
予
防
の
た
め
の
回
想
法

体
験
会　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 

～
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
オ
ン
ラ
イ
ン
編
～

日
時　

３
月
９
日
㈭【
１
部
】午
前
10

時
～
10
時
40
分【
２
部
】午
前
11
時
～
11

時
40
分

場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

対
象　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
用
意
で
き
、
自
身
で
、
ま
た
は
家
族

の
協
力
を
得
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
操
作
が
で

き
る
方　
　

定
員　
先
着
各
５
人

内
容　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
、
地
域
回
想
法
を

実
施
す
る
つ
な
ぎ
隊
と
一
緒
に
懐
か
し

い
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に「
氏
名
・
電
話

番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」を
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ  

高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係
／
ｔ

95

－

１
９
３
２
・
ｆ
95

－

３
９
７
４

に
じ
っ
こ
・
城
陽

日
時　
３
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー

対
象
者　
０
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ

ら
さ
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
、
子

ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

家
族

内
容　
子
ど
も
の
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い

と
不
安
に
思
っ
て
い
る
パ
パ
や
マ
マ
、

「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」で
交
流
し
ま
せ
ん

か
。手
話
と
音
声
を
使
っ
た
手
遊
び
歌
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
工
作
な
ど
を
行

い
ま
す
。

申
込
方
法　

開
催
前
日
ま
で
に「『
に

じ
っ
こ
・
城
陽
申
込
』・
氏
名
・
連
絡

先
」を
電
話
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ  

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

／
ｔ
30

－

９
０
０
０
・
ｆ
55

－

７
７

０
８
・
ｍnanbu-nanchoyoji@

kyoto-chogen.or.jp

第
４
回 

親
子
で
楽
し
も
う
！ 　

 

せ
い
か
お
宝
発
見
・
わ
く
わ
く
体
験

日
時　
３
月
12
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

（
受
付
午
前
９
時
～
10
時
30
分
・
定
員

に
な
り
次
第
終
了
）

※�

警
報
発
令
時
は
中
止

場
所　

け
い
は
ん
な
記
念
公
園（
受

付
：
公
園
西
入
口
）

定
員　
当
日
先
着
５
０
０
人（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
が
必
要
）

内
容　
親
子
で
参
加
で
き
る
お
宝
発
見

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
。
地
図
を
ヒ
ン
ト
に
公

園
内
に
隠
れ
て
い
る
精
華
町
の
ク
イ
ズ

（
＝
お
宝
情
報
）を
探
そ
う
！
輪
投
げ
、

パ
ン
や
お
菓
子
の
販
売
な
ど
子
ど
も
も

大
人
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開

催
！

※�

せ
い
か
３
６
５
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象

（
30
ポ
イ
ン
ト
）で
す
。

ｑ  

ま
ち
歩
き
・
お
宝
発
見
ウ
ォ
ー
ク

実
行
委
員
会
事
務
局（
健
康
推
進
課

内
）／
ｔ
95

－

１
９
０
５

せ
い
か
３
６
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

せ
い
か
３
６
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク　

  　

 

～
山
城
古
道
か
ら
青
谷
梅
林
～

日
時　

３
月
８
日
㈬
午
前
９
時
集
合

（
Ｊ
Ｒ
祝
園
駅
改
札
前
）

※�

午
前
７
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
画
面

左
上
に
表
示
さ
れ
る
天
気
予
報
で

「
京
都
府
南
部
」の
午
前
中
の
降
水
確

率
が
60
％
以
上
の
場
合
中
止
。

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

※�

集
団
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
難
し
い

と
判
断
し
た
場
合
、
参
加
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス　
Ｊ
Ｒ
祝
園
駅
→
Ｊ
Ｒ
木
津
駅

→
Ｊ
Ｒ
青
谷
駅
→
龍
福
寺
→
中
天
満

神
社
→
青
谷
梅
林(

梅
林
見
学
・
休
憩)�

→
Ｊ
Ｒ
長
池
駅(

解
散)�

＝
約
７
キ
ロ
・

約
９
０
０
０
歩

※�

梅
祭
り
の
開
催
状
況
に
よ
っ
て
は
行

き
先
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物　
飲
み
物
、
マ
ス
ク
、
帽
子
、

動
き
や
す
い
服
装
、
い
き
い
き
健
康

ウ
ォ
ー
ク
会
員
証（
当
日
発
行
可
・
申

込
料
３
０
０
円
）

※�

歩
数
計
の
貸
し
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

料
金　
２
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

※
別
途
交
通
費
要

ｑ  

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
／
ｔ
95

－

１
９
０
５

生
活
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
コ
ー
ナ
ー

華
手
帖

華
手
帖

参
加
費
・
受
講
料
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
無
料
、
申
込
方
法
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。����

〔注〕  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
・
延
期
・
規
模

縮
小
す
る
場
合
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申込方法が記載されていないものは申し込み不要です。

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災



29 February

軽
や
か
同
窓
会

ス
ト
レ
ッ
チ

日
時　
３
月
１
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所　
か
し
の
き
苑�
和
室
交
流
広
間

（
東
・
中
・
西
）１
階�

定
員　
先
着
20
人

内
容　
筋
肉
の
緊
張
を
和
ら
げ
て
、
体

の
柔
軟
性
を
高
め
ま
す
。

講
師　
南�

史
生
氏

持
ち
物　
飲
み
も
の
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）

料
金　
３
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時　
２
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫
午
後
０

時
30
分
～
１
時
30
分

場
所　
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー�

多
目
的

ホ
ー
ル
①（
４
階
）

定
員　
先
着
30
人

内
容　
自
身
の
体
を
見
つ
め
、
骨
格
を

意
識
し
て
、
心
身
を
整
え
ま
す
。

講
師　
河
合�

素
子
氏

持
ち
物　
飲
み
も
の
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）

料
金　
３
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

か
ら
だ
軽
や
か
ヨ
ガ

日
時　
２
月
17
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所　
か
し
の
き
苑�

和
室
交
流
広
間

（
東
・
中
・
西
）１
階�

定
員　
先
着
20
人

内
容　

深
い
呼
吸
で
体
の
緊
張
を
緩

め
、
心
の
状
態
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

治
癒
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

講
師　
河
合�

素
子
氏

持
ち
物　
飲
み
も
の
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）

料
金　
３
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

マ
マ
ヨ
ガ（
旧
親
子
ビ
ク
ス
）

日
時　
２
月
20
日
㈪
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー�

１
階

定
員　
先
着
10
組

内
容　
親
子（
６
カ
月
～
３
歳
）で
も
マ

マ
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
シ
ン
プ

ル
ヨ
ガ
で
代
謝
ア
ッ
プ
。
産
後
の
体
を

整
え
心
も
ス
ッ
キ
リ
。

※�

お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
は
持
ち
込
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。

講
師　
河
合�

素
子
氏

持
ち
物　
飲
み
も
の

料
金　
５
０
０
円
／
組（
保
険
代
含
む
）

<

共
通>

※�

各
受
け
付
け
は
開
始
時
間
の
30
分
前

か
ら

※�

警
報
発
令
時
は
中
止

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に「
氏
名
・
電

話
番
号
」を
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ    

軽
や
か
同
窓
会
／
ｔ
０
９
０

－

７
０

９
７

－
１
０
３
７
・
ｍm

inam
i230

　

@
kcn.jp

（
連
絡
先
：
南
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
し

暮
ら
し

第
５
回
木
津
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦 

参
加
者
大
募
集

日
時　
２
月
19
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分（
受
付
午
前
９
時
～
）

※
雨
天
時
は
2
月
26
日
㈰
に
延
期

場
所　
開
橋
左
岸（
精
華
町
側
）ほ
か

対
象
者　
団
体
ま
た
は
個
人（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
要
）

内
容　
２
月
～
３
月
に
、
淀
川
流
域
の

上
流
か
ら
下
流
ま
で
７
エ
リ
ア
に
分
か

れ
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
一

環
と
し
て
木
津
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
を
実
施
し
ま
す
。

持
ち
物　
火
ば
さ
み
、手
袋
、マ
ス
ク
、

健
康
状
態
調
査
票（
チ
ラ
シ
裏
面
）

申
込
方
法　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
、
ま
た
は
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
フ
ァ
ク
ス
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

※�

チ
ラ
シ
も
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

ｑ  

淀
川
管
内
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
事
務
局

中
央
流
域
セ
ン
タ
ー
／
ｔ
０
７
２

－

８
６
１

－

６
８
０
１
・
ｆ
０
７
２

－

８
４
１

－

５
６
６
３
／
国
交
省
淀
川

河
川
事
務
所
木
津
川
出
張
所
／
ｔ

62

－

０
０
７
５

公
開
ス
マ
ホ
教
室　
　
　
　

  　

 

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
い
方　
初
級
編

日
時　
２
月
27
日
㈪
午
後
２
時
～
３
時

30
分

場
所　

ア
ピ
タ
タ
ウ
ン
け
い
は
ん
な�

西
館
１
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
催
事
ス

ペ
ー
ス

定
員　
６
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

内
容　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が

よ
く
分
か
ら
な
い
な
ど
、
初
心
者
を
対

象
と
し
た
基
本
的
な
操
作
方
法
な
ど
の

基
礎
講
座
で
す
。

講
師　
㈱
Ｋ
Ｃ
Ｎ
京
都
ス
タ
ッ
フ

持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用

具
な
ど

申
込
方
法　
２
月
20
日
㈪
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

�

ｑ  

Ｋ
Ｃ
Ｎ
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
ア
ピ

タ
タ
ウ
ン
け
い
は
ん
な
西
館
１
階
）

／
ｔ
０
１
２
０

－

１
１
４

－

３
６
８

第
３
回
竹
あ
か
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　

３
月
11
日
㈯
・
午
前
10
時
～

正
午

場
所　
２
０
１
会
議
室（
町
役
場
２
階
）

対
象
者　
親
子
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど
２
名

１
組
で
参
加
で
き
る
方

定
員　
６
組

内
容　
竹
に
貼
っ
た
型
紙
に
ド
リ
ル
で

穴
を
開
け
、
光
を
当
て
る
と
幻
想
的
な

空
間
を
作
り
だ
す
竹
あ
か
り
。
放
置
竹

林
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
楽

し
み
な
が
ら
、
環
境
の
こ
と
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

料
金　
５
０
０
円

申
込
方
法　
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

�

申込方法が記載されていないものは申し込み不要です。

ｑ  

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
事
務
局（
環
境
推
進
課
内
）

／
ｔ
95

－

１
９
２
５

文　
化

文　
化

第
99
回 

せ
い
か
小
さ
な
旅　

 　

 

え
え
と
こ
さ
が
し
て
！
「
け
い
は
ん
な

ぶ
ら
り
あ
る
き
」　
　
　
　
　
　

  　

 

～
琵
琶
湖
疏
水
に
な
ら
っ
て
造
ら
れ
た

「
永
谷
池
用
水
路
跡
」を
辿
る
旅
～

日
時　

２
月
18
日
㈯
午
前
９
時
集
合

（
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
日
時
計
広
場
）、

正
午
解
散（
同
）

※�

警
報
発
令
時
は
中
止

コ
ー
ス　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
日
時
計

広
場
→
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
碑

→
煤
谷
川
遊
歩
道
→
通
水
碑
跡
→
け
い

は
ん
な
記
念
公
園
水
景
園
→
通
水
碑
移

転
記
念
碑
→
観
月
楼
→
四
分
六
分
石
→

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
日
時
計
広
場
＝
約

４
キ
ロ�

定
員　
30
人

持
ち
物　
飲
み
物
、
雨
具
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
な
ど

料
金　
３
０
０
円（
小
学
生
１
０
０
円

・
未
就
学
児
無
料
）記
念
缶
バ
ッ
ジ
付

※�

水
景
園
入
園
料（
大
人
２
０
０
円
・

小
中
学
生
１
０
０
円
）は
別
途
必
要

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
精
華
町
ふ
る
さ
と
案
内

人
の
会
／
ｔ
０
９
０

－

８
８
７
７

－

４
９
９
１
・
ｍfurusato_seika@

yahoo.co.jp

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災



30February参加費・受講料などが記載されていないものは無料です。申込方法が記載されていないものは申し込み不要です。

第
２
３
３
回 

け
い
は
ん
な
サ
ロ
ン 

原
発
再
稼
働
の
話
が
チ
ラ
ホ
ラ 　
　

 

～
核
融
合
炉
の
開
発
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
～

日
時　
２
月
24
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時

30
分

場
所　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
ラ
ボ
棟

「
天
の
川
＋
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」（
11
階
）

定
員　
30
人

料
金　
３
０
０
円（
資
料
代
ほ
か
）

申
込
方
法　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

�

ｑ  

け
い
は
ん
な
文
化
学
術
協
会
／
ｔ

95

－

５
１
１
０
・
ｍantares@

kvc.keihanna.ne.jp

け
い
は
ん
な
サ
ン
デ
イ
サ
イ
エ

ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　
　

  　

 

～
高
分
子
の
不
思
議
な
世
界
～

日
時　

２
月
19
日
㈰
①
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
②
午
後
３
時
30
分
～
５
時

場
所　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
ラ
ボ
棟

「
天
の
川
＋
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」（
11
階
）

対
象
者　
年
長
～
小
学
６
年
生（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
が
必
要
）

定
員　
各
回
先
着
10
組

料
金　
１
５
０
０
円

申
込
方
法　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

に
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

�

ｑ  

け
い
は
ん
な
文
化
学
術
協
会
／
ｔ

95

－

５
１
１
０

け
い
は
ん
な
市
民
雑
学
大
学 　

 

第
１
５
６
回
講
座  　
　
　
　
　

 
メ
タ
バ
ー
ス
と
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）　　

 
そ
れ
で
何
が
で
き
る
か

日
時　
２
月
25
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原「
こ
す

も
す
ホ
ー
ル
」（
４
階
）

定
員　
当
日
先
着
30
人

講
師　
水
野�

義
之
氏（
関
西
外
国
語
大

学
教
授
）

料
金　
１
０
０
円

ｑ  

け
い
は
ん
な
市
民
雑
学
大
学
／
ｔ
０

９
０

－

７
８
８
０

－
６
７
８
７（
担

当
…
渡
辺
）

初
心
者
向
け「
古
文
書
入
門
教
室
」

日
時　
３
月
４
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　
町
立
図
書
館�

集
会
室（
図
書
館

１
階
）

定
員　
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

内
容　
古
文
書
の
解
読
方
法
の
基
礎
を

学
ぶ
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
地
元

の
古
文
書
を
通
じ
て
江
戸
時
代
の
精
華

町
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師　
中
川�

博
勝
氏（
精
華
町
教
育
委

員
会
古
文
書
等
調
査
員
）

料
金　
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
方
法　
２
月
20
日
㈪
ま
で
に「『
古

文
書
入
門
教
室
参
加
希
望
』・
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
」を
直
接
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と

こ
ろ
へ
。

ｑ  

精
華
町
文
化
財
愛
護
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
内
）／
ｔ
95

－
１
９
０
７
・

ｆ
94

－

５
１
７
６
・
ｍshogaiga

kushu@
tow
n.seika.lg.jp

第
30
回
記
念　
　
　
　
　

  　
　

 

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い

日
時　
３
月
５
日
㈰
正
午
～
午
後
４
時

（
午
前
11
時
30
分
開
場
）

場
所　
南
山
城
村
文
化
会
館「
や
ま
な

み
ホ
ー
ル
」

内
容　

相
楽
圏
域
内
の
文
化
活
動
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
舞
踊
・
各
種
演
奏
な
ど

の
楽
し
い
舞
台
で
す
。

ｑ  

第
30
回
記
念
相
楽
の
文
化
を
創
る

つ
ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局
／
ｔ

72

－

０
４
２
１

け
い
は
ん
な
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ 

い
の
ち
～
グ
ロ
ー
バ
ル
な
体
験
を
～

日
時　
３
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
日
帰
り

２
日
間

場
所　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

対
象
者　
小
学
５
～
中
学
３
年
生

定
員　
先
着
20
人

内
容　
南
ア
フ
リ
カ
で
野
生
動
物
保
護

活
動
を
し
て
い
る
家
原
裕
子
氏
の
体
験

談
の
ほ
か
、
タ
イ
か
ら
の
留
学
生
の
お

話
や
、
S
D
G
s
～
環
境
か
開
発
か
、

い
の
ち
を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
～
を
考
え
ま
す
。
い
の
ち
の
大
切
さ

と
グ
ル
ー
バ
ル
な
視
点
を
育
む
キ
ャ
ン

プ
で
す
。

料
金　
８
０
０
０
円

申
込
方
法　

開
催
日
の
５
日
前
ま
で

に
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

�

ｑ  

け
い
は
ん
な
文
化
学
術
協
会
／
ｔ

95

－

５
１
１
０

交
流
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト　
　

 

～
オ
ル
ガ
ン
の
色
彩
～

日
時　

３
月
21
日（
祝
・
火
）午
後
２

時
～
３
時
ご
ろ（
１
時
45
分
開
場
）

場
所　
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル（
町
役
場

２
階
）

定
員　
73
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

曲
目　
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ�

ニ
短

調
B
W
V
5
6
5
、G
線
上
の
ア
リ
ア
、

ト
ッ
カ
ー
タ�

ト
長
調
ほ
か

※�

内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

出
演　
桑
山�

彩
子
氏

申
込
方
法　
３
月
８
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ま
た

は
往
復
は
が
き
を
次
の
と
こ
ろ
へ
。

※�

往
信
面
裏
に「
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
同
伴
者
氏
名（
１
人
ま
で
）・

『
３
月
交
流
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
参

加
希
望
』」を
、
返
信
面
裏
に「
返
信

先
住
所
・
氏
名
」を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

抽
選
結
果
は
、
３
月
15
日
㈬
ま
で
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

ｑ  

企
画
調
整
課
企
画
係
／
〒
６
１
９

－

０
２
８
５（
個
別
番
号
・
住
所
記
入

不
要
）ｔ
95

－

１
９
０
０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室  　

 

●
少
年
野
球

日
時　
２
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
川
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
者　
町
内
在
住
の
小
学
１
～
４
年

生定
員　
先
着
30
人

実
施
団
体　
精
華
ア
ト
ム
ズ

申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

�

ｑ  

精
華
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局（
む

く
の
き
セ
ン
タ
ー
内
）／
ｔ
98

－

０

２
０
０

�

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集



31 February 申込方法が記載されていないものは申し込み不要です。

※�

精
華
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

加
入
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

※�

２
月
は
休
会
し
ま
す
。

ｑ  

精
華
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

／
ｔ
95

－

０
０
４
９（
松
井
）（
午
後

６
時
～
８
時
）

精
華
町
テ
ニ
ス
協
会
春
季
大
会

日
時　
３
月
26
日
㈰
午
前
９
時
～（
受

付
午
前
８
時
45
分
～
）

※�
雨
天
中
止

場
所　
打
越
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
含

む
ペ
ア
、
ま
た
は
精
華
町
テ
ニ
ス
協
会

加
盟
ク
ラ
ブ
会
員
を
含
む
ペ
ア

定
員　
先
着
男
女
各
８
ペ
ア

料
金　
２
０
０
０
円
／
ペ
ア（
当
日
徴

収
）

申
込
方
法　
２
月
20
日
㈪
～
３
月
12
日

㈰
に「
件
名『
精
華
町
テ
ニ
ス
協
会
春
季

大
会
参
加
申
込
』・
ペ
ア
の
氏
名
・
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」を
Ｅ
メ
ー
ル
で
次

の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ  

精
華
町
テ
ニ
ス
協
会
／
ｍseika.te
nnis.association@

gm
ail.com

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
主
催
事
業

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
主
催
事
業

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
休
館
日

・
２
月
22
日
㈬�

終
日

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

精
華
町
武
道
祭　
　
　
　

  　
　

 
●
空
手
競
技

日
時　
３
月
12
日
㈰
午
前
９
時
10
分
～

場
所　
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
で
３
歳
以

上
の
方
、
ま
た
は
精
華
町
空
手
道
連
盟

加
盟
員

種
別　
個
人
戦
：
形〔
幼
年
の
部�(
３
～

６
歳)

・
小
学
生
各
学
年
の
部
・
中
学

生
の
部
・
一
般
の
部
〕・
組
手〔
幼
年
の

部（
３
～
６
歳
）・
小
学
生
低
学
年
の
部

（
男
女
別
）・
小
学
生
中
学
年
の
部（
男
女

別
）・
小
学
生
高
学
年
の
部（
男
女
別
）・

中
学
生
の
部（
男
女
別
）・
一
般
の
部（
男

女
別
）〕

※�

小
学
２
年
生
以
下
は
、
上
段
攻
撃
な

し
。

持
ち
物　
全
日
本
空
手
道
連
盟
検
定
品

の
安
全
具
、
マ
ス
ク（
白
色
無
地
の
不

織
布
）

料
金　
２
０
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

運
営　
精
華
町
空
手
道
連
盟

申
込
方
法　
２
月
17
日
㈮
ま
で
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分
に
、
申
込

用
紙
を
直
接
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ  

精
華
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局（
む

く
の
き
セ
ン
タ
ー
内
）／
ｔ
98

－

０

２
０
０

精
華
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
月
例
大
会

日
時　

３
月
21
日（
祝
・
火
）午
前
９

時
～（
受
付
午
前
８
時
30
分
～
）

※�

雨
天
中
止

場
所　
打
越
台
グ
ラ
ウ
ン
ド

料
金　
１
０
０
円（
当
日
徴
収
）

�

スポーツ協会
ホームページ

窓
口
で
の
申
し
込
み
は
、
午
前
８
時
30

分
～
午
後
８
時
30
分
に
、
申
込
用
紙
と

料
金
を
次
の
と
こ
ろ
へ
。

ｑ  

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
／
ｔ
98

－

０
２

０
０

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
相
談
会

ト
レ
ー
ナ
ー　
小
野
田�

美
穂

日
時　

①
２
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
、

３
月
７
日
・
14
日
・
28
日
の
各
火
曜
日

午
前
９
時
～
正
午

②
２
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
、

３
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31

日
の
各
金
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

ト
レ
ー
ナ
ー　
佐
々
木�

昌
弘

日
時　
２
月
25
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

共
通

場
所　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

料
金　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
料

内
容　
器
具
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、

筋
力
・
柔
軟
性
向
上
な
ど
、
健
康
に
な

る
た
め
の
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

※�

人
数
・
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
り
内
容
は

変
わ
り
ま
す
。

※�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
初
め
て
利
用
す

る
場
合
は
、
要
利
用
者
登
録
。

※�

申
し
込
み
不
要

卓
球
デ
ー

日
時　

２
月
８
日
・
15
日
、
３
月
１

日
・
８
日
・
15
日
の
各
水
曜
日
午
後
３

時
～
５
時

場
所　
ア
リ
ー
ナ

対
象
者　
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
）

定
員　
先
着
16
人
程
度

持
ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

料
金　
小
中
学
生
１
０
０
円
・
高
校
生

以
上
２
０
０
円（
町
外
在
住
者
は
倍
額
）

※�

申
し
込
み
不
要

ほ
ほ
え
み
ス
ポ
ー
ツ
広
場

日
時　
２
月
26
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
ア
リ
ー
ナ

対
象
者　
３
歳
以
上（
小
学
校
低
学
年

以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

内
容　
開
放
エ
リ
ア
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
時
間
交
代
制
）・
卓
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ほ
か

持
ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
マ
ス
ク

料
金　
小
中
学
生
１
０
０
円
・
高
校
生

以
上
２
０
０
円（
町
外
在
住
者
は
倍
額
）

※�

申
し
込
み
不
要

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
短
期

教
室【
第
２
期
】

日
時　
３
月
３
日
・
10
日
・
17
日
の
各

金
曜
日（
全
３
回
）午
後
２
時
～
３
時

場
所　
道
場�

対
象
者　
18
歳
以
上
の
方

内
容　
前
半
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
必
要

な
筋
肉
を
人
気
の
ウ
エ
ー
ブ
リ
ン
グ
を

使
っ
て
鍛
え
て
姿
勢
を
改
善
。

持
ち
物　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス
ク
、

上
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
貸
し
出
し
可
）

料
金　
２
５
０
０
円

※�

電
話
申
し
込
み
不
可

む
く
の
き
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル 

会
員
募
集

①
ハ
ワ
イ
ア
ン 

フ
ラ

日
時　
月
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

②
ヨ
ガ
＆
ズ
ン
バ
ゴ
ー
ル
ド

日
時　
火
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

③
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時　
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

④
筋
膜
体
操

日
時　
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

⑤
た
け
ふ
み
体
操

日
時　
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

⑥
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

日
時　
金
曜
日
午
後
２
時
～
３
時

共
通

場
所　
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
を

除
く
）

年
会
費　
２
５
０
０
円

※�

年
会
費
の
ほ
か
に
各
教
室
参
加
に
つ

き
料
金
が
必
要（
１
回
５
０
０
円
・

ヨ
ガ
＆
ズ
ン
バ
ゴ
ー
ル
ド
の
み
７
０

０
円
）

※�

電
話
申
し
込
み
不
可
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け
い
は
ん
な
記
念
公
園
の
催
し
物

け
い
は
ん
な
記
念
公
園
の
催
し
物

バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
２
月
12
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
水
景
園�

観
月
楼�
地
階

内
容　
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

出
演　
リ
プ
ル

料
金　
庭
園
入
園
料

水
景
園
の
い
け
ば
な
教
室

日
時　
２
月
16
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

４
時

場
所　
水
景
園�

観
月
楼�

研
修
室

内
容　
５
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
い
け

ば
な「
池
坊
」の
美
の
流
儀
を
日
本
庭
園

で
学
び
ま
せ
ん
か
。
資
格
を
取
り
た
い

方
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
指
導
し
ま
す
。

料
金　

２
５
０
０
円（
庭
園
入
園
料
、

花
材
費
を
含
む
）

申
込
方
法　
開
催
週
の
月
曜
日
ま
で
に

電
話
で
公
園
管
理
事
務
所
へ
。

花
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
の
会　

  　

 

～
花
壇
の
手
入
れ
～

日
時　
２
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

※�

雨
天
時
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

場
所　
水
景
園
受
付
前
集
合

内
容　
花
を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
る
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
。

持
ち
物　
軍
手
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装

桃
の
節
句　
　
　
　
　

  　
　
　

 

～
ひ
な
あ
ら
れ
の
ふ
る
ま
い
と
折
り
紙

で
ひ
な
人
形
づ
く
り
～

日
時　
２
月
26
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
水
景
園�

観
月
楼�

地
階

内
容　
折
り
紙
で
ひ
な
人
形
を
作
っ
た

り
、
お
ひ
な
さ
ま
を
見
た
り
…
。
ひ
な

あ
ら
れ
を
中
学
生
以
下
先
着
１
０
０
人

に
振
る
舞
い
ま
す
。

料
金　
庭
園
入
園
料

水
景
園
の
案
内

入
園
料　
大
人
２
０
０
円
・
小
中
学
生

１
０
０
円

開
園
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
可
否
・
イ
ベ
ン
ト

ご
と
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

入
園
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方
は
、

生
年
月
日
が
記
載
さ
れ
た
証
明
書
を

提
示
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
。

※�

障
害
者
手
帳
や
き
ょ
う
と
子
育
て
応

援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
、
25
人
以
上

の
団
体
割
引
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ｑ  

け
い
は
ん
な
記
念
公
園
管
理
事
務
所

／
ｔ
93

－

１
２
０
０
・
ｆ
93

－
２
６

８
８

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
の
催
し
物

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
の
催
し
物

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
プ
チ
コ
ン

サ
ー
ト
in
A
T
R

日
時　
２
月
15
日
㈬
午
後
０
時
15
分
～

０
時
45
分

場
所　
㈱
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研

究
所（
A
T
R
）

※�

曲
目
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
、
ま
た
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

ｑ  

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
プ
チ
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会（
株
）け
い
は
ん

な
／
ｔ
95

－

５
１
１
５

け
い
は
ん
な
映
画
劇
場（
２
月
）  

百
花

日
時　
２
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯
①
午
前

10
時
30
分
～
②
午
後
２
時
～

場
所　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

料
金　

一
般
１
１
０
０
円
、
小
中
学

生
・
60
歳
以
上
８
０
０
円
、
ぷ
ら
Ｚ
Ｏ

メ
ー
ル
割
引
ク
ー
ポ
ン
提
示
８
０
０
円

※�

前
売
り
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ｑ  

㈱
け
い
は
ん
な
事
業
部
／
ｔ
95

－

５

１
１
５

Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
！ 

コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

２
月
19
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
開
場
午
後
１
時
）

場
所　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

内
容　
京
都
橘
大
学
吹
奏
楽
部
が
高
校

生
と
吹
奏
楽
の
世
界
を
お
届
け
し
ま
す
。

料
金　
５
０
０
円（
全
席
自
由
）

申
込
方
法　
け
い
は
ん
な
オ
ン
ラ
イ
ン

チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
ほ
か

ｑ  

京
都
橘
大
学
吹
奏
楽
部
／
ｍkt_u_

w
ind@

yahoo.co.jp

五
人
五
色 Special Live 　
　

 

関
西
京
都
今
村
組
に
よ
る
ダ
ン
ス
＆
音
楽

ラ
イ
ブ

日
時　

２
月
26
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

料
金　
一
般
３
０
０
０
円
、
中
学
生
以

下
２
５
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
け
い
は
ん
な
オ

ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト（
け
い
は
ん
な
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
予
約
・
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
発
券
）ほ
か

ｑ
㈱offi

ce REY

／
ｔ
26

－

１
０
６
５

俳
優
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
！ 　

 　
　

 

音
と
声
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　
３
月
25
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

場
所　
大
会
議
室「
ナ
イ
ル
」（
３
階
）

対
象
者　
小
学
３
年
生
以
上

定
員　
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

内
容　
舞
台
俳
優
さ
ん
と
一
緒
に
お
芝

居
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

出
演　

劇
団
ニ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
シ
ア

タ
ー

料
金　
５
０
０
円

申
込
方
法�

３
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
。

ｑ  

㈱
け
い
は
ん
な
事
業
部
／
ｔ
95

－

５

１
１
５

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演  　
　
　
　

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
け
い
は
ん
な
今
昔
物
語

日
時　
３
月
25
日
㈯
午
後
３
時
30
分
～

場
所　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

内
容　
精
華
町
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を

も
と
に
作
ら
れ
た
話
を
舞
台
俳
優
と
参

加
者
で
表
現
し
ま
す
。

ｑ  

㈱
け
い
は
ん
な
事
業
部
／
ｔ
95

－

５

１
１
５
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診療担当医は変更になる場合があります（日曜日・祝休日は休診）。
稲田：内科・循環器科、奥：循環器科、井上衛・福田：リウマチ・
膠原病【注１】稲田：第１木曜日のみ休診【注２】福田：第３週のみ【注３】
枡本：直腸肛門外来【注４】第１・３・５週午前11時30分まで【注５】午前
11時30分まで【注６】第１・４週のみ【注７】午前：担当医、午後：竹内
※診療時間は午前診が午前９時～正午（歯科は午前９時～午

後０時30分）、午後診（予約）が午後２時～４時30分（歯科
は午後６時30分・泌尿器科は午後４時まで）。土曜日のみ
午前11時30分まで（歯科を除く）。

※歯科は一般歯科・口腔外科。インプラントも随時行っていま
す。血液透析は、通院の送迎が可能。

※訪問リハビリテーションを実施。詳しくは次のところへ。
ｑ精華町国民健康保険病院（医療法人医仁会）
　ｔ94－2076・ｆ93－2818

精華町国保病院の外来担当医

子どもが急病にかかったら＃8000にダイヤルを。
受付時間：午後７時～翌朝８時（土曜日のみ午後３時～翌朝８時）

平日夜間・休日の小児救急
月～水・金：田辺中央病院（ｔ63－1111）
木：京都山城総合医療センター（ｔ72－0235）
土：学研都市病院（ｔ98－2123）
日・祝・休：京都山城総合医療センター
※受診前に、上記医療機関へ電話で確認してください。
※診察時間は、平日が夕方５時～翌朝８時30分、土日・祝

休日が朝８時30分～翌朝８時30分です。
ｑ山城南保健所 企画調整室ｔ72－4301

こう げん

内科１（午前）

内科２（午前）

内科３（午前）
内　科（午後）

外　科（午前）

整形外科（午前）
皮膚科（午前）
内視鏡（午前）

歯科（午前・午後）

血 液 透 析　  
泌尿器科（午後）

桑原

稲田

竹内・枡本
【注３】

千保
松吉【注4】

丹羽・担当医

小倉

桑原

稲田

稲田

枡本

千保

丹羽・栗岡

小倉

桑原

　

枡本

井上重

丹羽・栗岡

担当医

稲田【注1】

奥

竹内

千保
松吉【注5】

丹羽・栗岡

小倉
小倉

桑原

稲田

稲田

枡本

千保

丹羽・栗岡

小倉
小倉

稲田
井上衛・福田

【注２】

竹内

　担当医【注6】
担当医・竹内

【注７】
吉村

診療科目 月 火 水 木 金 土

相楽休日応急診療所の日程

凡例：内＝内科・小＝小児科
※予約の受け入れ人数には限りがあるので、受け付けできない

場合があります。
※症状によっては、診察できない場合や京都山城総合医療

センターなどでの診察となる場合があります。
※受診前には、電話で問い合わせてください。
ｑ相楽休日応急診療所（木津川市木津上戸15番地・相楽会館

内）ｔ73－9988

5日
12日
19日
21日
26日

3月 内・小
内
内
内

内・小

（日）
（日）
（日）
（祝・火）
（日）

新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をす
るため、当日電話予約制とし、予約がない場合は受診できません。
２・３月の診療科目は次の通りです（急に変更になる場合があります）。

5日
11日
12日
19日
23日
26日

2月 内・小
内
内
内

内・小
内・小

（日）
（祝・土）
（日）
（日）
（祝・木）
（日）

　

�

③�

脚
を
動
か
す
と
不
快
な
感
覚
が
改
善
す

る
。

　

�

④�

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
症
状
が
強
く
な
る
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
症
状
が
、
静
脈
う
っ
血
、
下

肢
浮ふ

腫し
ゅ
、
関
節
炎
、
こ
む
ら
が
え
り
な
ど
他
の

類
似
疾
患
が
原
因
で
な
い
こ
と
も
鑑
別
と
し
て

必
要
で
す
。

　
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
は
、
軽
度
の

場
合
は
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
も
良
く
な

り
ま
す
。

　

�

①�

鉄
分
不
足
は
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
、

鉄
分
や
吸
収
を
良
く
す
る
栄
養
素
も
摂
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　

�

②�

カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
喫
煙
も
症

状
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
な
る
べ
く
控
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　

�

③�

規
則
的
な
就
寝
と
起
床
を
心
が
け
、
就
寝

前
の
激
し
い
運
動
は
避
け
ま
す
。
就
寝
前

の
脚
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
た
だ
し
症
状
が
強
い
患
者
さ
ん
の
場
合
に
は

投
薬
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
薬
に
は
神

経
の
興
奮
を
抑
え
症
状
を
抑
え
る
薬
や
、
弱
く

な
っ
た
ド
パ
ミ
ン
神
経
の
働
き
を
補
う
薬
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
夕
方
以
降
に
脚
が
む
ず
む
ず
し
て
、
夜
も
眠

り
に
く
い
方
は
医
療
機
関
に
相
談
す
る
の
が
良

い
か
と
思
い
ま
す
。

ｑ��

相
楽
医
師
会
ｔ
73

－

８
２
２
２
（
火
・
水
・

金
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
）

　
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
と
は
“
む
ず

む
ず
脚
症
候
群
”
と
も
呼
ば
れ
、
主
に
下か

肢し

に

“
虫
が
這
っ
て
い
る
よ
う
な
”
不
快
な
症
状
を

感
じ
る
疾
患
で
す
。
夜
眠
ろ
う
と
し
て
い
る
と

き
や
、
じ
っ
と
座
っ
て
い
る
と
き
に
、
脚
の
内

側
か
ら
不
快
感
が
起
こ
り
、
脚
を
動
か
す
と
ま

し
に
な
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
日
本

で
は
人
口
の
２
～
４
％
に
み
ら
れ
、
女
性
の
方

に
多
く
、
ま
た
治
療
が
必
要
な
の
は
70
万
人
ほ

ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
の
原
因
は
い

ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
原
因
の
一
つ

と
し
て
遺
伝
の
関
係
や
鉄
分
不
足
や
脳
内
の
神

経
細
胞
で
の
ド
パ
ミ
ン
の
機
能
低
下
、
脊せ
き
髄ず
い
や

末ま
っ
し
ょ
う梢神
経
の
異
常
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
の
診
断
は
、

患
者
さ
ん
へ
の
問
診
に
よ
り
、
４
つ
の
特
徴
的

な
症
状
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

　

�

①�

脚
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
た
め
、
動
か
し
た
く

な
る
。

　

�

②
安
静
に
し
て
い
る
と
症
状
が
強
く
な
る
。

このコーナーでは、相楽医師会（相楽郡・木
津川市）の医師が健康についてアドバイスし
ます。95回目の今回は、山本整形外科（精
華町）の山本浩二さんのお話です。

健康に効く処方せん 9595

レストレスレッグ

暮らし・税

年金・保険
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環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

健康・医療

催事・募集



34Februaryお電話の際は、おかけ間違いのないよう十分に注意してください。

今月の各種相談日
▶人権・なやみごと相談（人権擁護委員・行政相談員が対応）
　日時：２月15日（水）13：30～ 16：00
　場所：�201会議室（町役場２階）� ※人権相談は電話予約可
　ｑ人権啓発課ｔ95−1919・自治振興課ｔ95−1934

▶精華町こころの相談室（臨床心理士などが相談に応じます）
　日時： ２月10日（金）・17日（金）・22日（水）、３月３日

（金）・10日（金）10：00 ～ 12：00・13：00 ～
15：00〔要申し込み＝ｔ98−3909（申し込み専
用・平日10：00～ 16：00）〕

　場所：京都大和の家
　ｑ人権啓発課ｔ95−1919

▶あんしん相談（民生児童委員が相談に応じます）
　日時：２月15日（水）�13：30～ 15：00�
　場所：打ち合わせコーナー（町役場２階）
▶障害者生活相談（障害者相談員が相談に応じます）
　日時：２月16日（木）�13：30～ 15：00�
　場所：打ち合わせコーナー（町役場２階）
　ｑ社会福祉課ｔ95−1904

▶社協ふくし＆相続相談
　日時： ２月14日（火）・24日（金）、３月14日（火）13：00～�

16：00〔要申し込み＝先着３人・毎月１日からの
8：30～ 17：00（土日・祝日を除く）〕

　場所：かしのき苑
▶弁護士による無料法律相談
　日時： ３月８日（水）13：30 ～ 16：00〔要申し込み＝

先着５人・７日前からの8：30 ～ 17：00（土日・
祝日を除く）〕

　場所：かしのき苑
　ｑ精華町社会福祉協議会ｔ94−4573

▶税理士による無料税務相談（要予約）
　日時： ２月17日（金）13：30～ 16：30（30分／人）
　場所：町立図書館 集会室（図書館１階）
　対象者：税理士、税理士法人が関与していない納税者
　ｑ近畿税理士会宇治支部事務局ｔ64−6650

▶スマホ・パソコン基礎相談　出張します！
　お近くの集会所（個人宅不可）で IT サポーターが相談に応
じます。
　※要申し込み
　※�通常の基礎相談については町ホームページ
でお知らせします。

　ｑ �IT ゆう事務局（情報政策室内）ｔ95−1924・
　　ｍ siv@town.seika.lg.jp

自治振興課
495－1934・693－2233

j i c h i @ t o w n . s e i k a . l g . j p

企画調整課
495－1900・695－3971

k i k a k u @ t o w n . s e i k a . l g . j p

総務課
495－1910・693－2233

s o u m u @ t o w n . s e i k a . l g . j p

危機管理室
495－1928・693－2233

k i k i @ t o w n . s e i k a . l g . j p

財政課
495－1914・693－2233

z a i s e i @ t o w n . s e i k a . l g . j p

情報政策室
495－1924・693－2233

j o h o @ t o w n . s e i k a . l g . j p

入札契約室
495－1935・693－2233

nyusatsu@town.seika. lg.jp

総合窓口課
495－1915・695－3974

madoguchi@town.seika.lg.jp

税務課
495－1916・695－3974

z e i m u @ t o w n . s e i k a . l g . j p

国保医療課
495－1929・695－3974

kokuho@town . se ika . l g . jp

人権啓発課
495－1919・695－3974

j i n k e n @ t o w n . s e i k a . l g . j p

社会福祉課
495－1904・695－3974

f ukush i@town . se i ka . l g . jp

高齢福祉課
495－1932・695－3974

k o u r e i @ t o w n . s e i k a . l g . j p

教育支援室
495－1923・694－5176

edu-shien@town.seika.lg.jp

学校教育課
495－1906・694－5176

gakkyou@town.seika. lg . jp

子育て支援課
495－1917・695－3974

kodomo@town.se ika . lg . jp

検査住宅課
495－1909・695－3973

kensajutaku@town.seika.lg.jp

営繕室
495－1933・695－3973

e i z e n @ t o w n . s e i k a . l g . j p

健康推進課
495－1905・695－3974

k e n k o @ t o w n . s e i k a . l g . j p

環境推進課
495－1925・695－3973

kankyo@town . se i ka . l g . jp

新型コロナワクチン接種対策室
495－1937・695－3974

vacc ine@town.se ika . lg . jp

産業振興課
495－1903・695－3973

sangyou@town.se ika. lg . jp

建設課
495－1901・695－3973

kensetsu@town.seika. lg.jp

会計課
495－1913・695－3975

k a i k e i @ t o w n . s e i k a . l g . j p

都市整備課
495－1902・695－3973

t o s h i @ t o w n . s e i k a . l g . j p

こまだ保育所
494－3400・694－3780

komada-h@town.seika.lg.jp

いけたに保育所
472－3530・672－3744

iketani-h@town.seika. lg.jp

ひかりだい保育所
495－3651・695－3652

せいかだい保育所
498－3866・698－3855

人権センター　交流会館
494－3696・694－5679

人権センター　児童館
494－5679・694－5679

かしのき苑（社会福祉課 地域福祉係） 
494－5200・695－1708

むくのきセンター
498－0200・698－0118

環境の森センター・きづがわ
472－1010・672－1020

ほうその保育所
494－3530・694－3812

housono-h@town.seika.lg.jp

消防署
494－5630・694－5493

shoubousho@town.seika.lg.jp

町役場ダイヤルイン・メールアドレス町役場ダイヤルイン・メールアドレス
494－2004（代表）693－2233（総務課）

生涯学習課
495－1907・694－5176

shogaigakushu@town.se ika. lg . jp

町立図書館
495－1911・695－3976

t o s h o @ t o w n . s e i k a . l g . j p

議会事務局
495－1908・695－3972

g i k a i @ t o w n . s e i k a . l g . j p

上下水道課
495－1912・693－1243

jyogesui@town.seika. lg . jp

経理営業課
494－2049・693－1243

keirieigyo@town.seika.lg.jp

消防本部
494－5119㈹・694－5493

shouboushirei@town.seika.lg.jp
494－4197

shouboukeibou@town.seika.lg.jp
494－4387

shoubouyobou@town.seika.lg.jp
494－4397

shoubousoumu@town.seika.lg.jp
494－4473

指 令 課

警 防 課

予 防 課

総 務 課

●町役場の窓口受付時間は、平日午前８時30分～正午・午後１時～５時
15分です。●目の不自由な方のため、朗読ボランティア「ひびき」の皆さ
んが本誌を朗読したテープを精華町社会福祉協議会事務局（ｔ94－4573）
や町立図書館で貸し出しています。●本誌のバックナンバーは、町ホー
ムページ、スマートフォンアプリ「マチイロ」からもご覧になれます。 
●平日午前８時30分～午後５時15分以外は、ダイヤルインでは電話が
つながりません。代表番号におかけください。
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　広 告（掲載内容については各広告主に問い合わせてください）

トイレ・キッチンなどの詰まりで
お困りのときは  （見積無料）

35 February

２月

３月
むくのきセンターアリーナ一般開放（卓球デー）
　むくのきセンター� （15：00～ 17：00）
シルバー人材センター入会説明会
　シルバー人材センター�（10：00～ 12：00）

むくのきセンターアリーナ一般開放（卓球デー）
　むくのきセンター� （15：00～ 17：00）
3歳6カ月児健康診査（対象児令和元年8月生）
　保健センター� （12：40～）

2歳4カ月児健康診査（対象児令和2年10月生）
　保健センター� （12：50～）

1歳6カ月児健康診査（対象児令和3年8月生）
　保健センター� （12：40～）

むくのきセンターアリーナ一般開放（卓球デー）
　むくのきセンター� （15：00～ 17：00）

1日（水）

8日（水）

14日（火）

15日（水）

10日（金）

人の動き（令和５年１月１日現在） 
　人　口　３万6790人（－24)
　　男　　１万7660人（－14)
　　女　　１万9130人（－10)
　世帯数　１万5413世帯（±０)
　〔（　）内は前月比〕

火災・救急・救助件数（12月） 
　火　災   ０件（４／－２）
　救　急   117件（1448／＋189）
　救　助   １件（23／＋３）
　 〔（　）内は今年中の累計／前年同月比〕

※各納付書に記載の所で、期限までに納めてください。
※�新型コロナウイルス感染症の影響などで納付が困難な方は
各窓口に相談してください。

便利な口座振替
のご利用を

２月の
納税
・
納付

○固定資産税�···························································· 第４期分
○国民健康保険税（普通徴収分）�····························· 第９期分
○後期高齢者医療保険料（普通徴収分）�·················· 第８期分
○介護保険料（普通徴収分）�····································· 第８期分
○利用者負担額（保育料）�············································· ２月分
○放課後児童クラブ利用料�········································· ２月分
○水道料金・下水道使用料�········································· ２月分
○町営住宅使用料�························································· ２月分

1歳6カ月児健康診査（対象児令和3年7月生）
　保健センター� （12：40～）

Ｊアラート全国一斉情報伝達試験
　精華町全域� （11：00）
むくのきセンターアリーナ一般開放（卓球デー）
　むくのきセンター� （15：00～ 17：00）

9～10カ月児健康診査（対象児令和4年4月生）
　保健センター� （12：40～）

むくのきセンター休館
3～4カ月児健康診査（対象児令和4年10月生）
　保健センター� （12：40～）

むくのきセンターアリーナ一般開放（ほほえみ
スポーツ広場）
　むくのきセンター� （９：00～ 12：00）

14日（火）

15日（水）

21日（火）

26日（日）

22日（水） ご寄贈ありがとうございます
11月29日㈫に中山玲子様から大正琴13台を寄贈
いただきました。
大正琴については、精北小学校で活用させていた
だきます。
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地球環境に配慮し
た用紙とインクを
使用しています。問町立図書館ｔ95−1911・ｆ95−3976
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発

行

移動図書館車「あおぞら号・バーバパパ」運行日程　(2/7 ～ 3/28)
地域（場所） 時間 曜日 2月 3月

桜が丘二丁目（池谷公園） 13:20 ～ 14:20 火曜日
（第2・4週）

14日
28日

14日
28日　旭　（集会所前） 14:50 ～ 15:20

滝ノ鼻（防火水槽西） 15:40 ～ 16:30
乾　谷（集会所前） 13:20 ～ 13:50 水曜日

（第2・4週）
8日

22日
8日

22日菅　井（集会所前） 14:20 ～ 14:50
　里　（精北小学校前） 15:10 ～ 16:10
山　田（自治会駐車場） 13:20 ～ 14:00 木曜日

（第2・4週） 9日 9日
23日柘　榴（ポンプ庫前） 14:20 ～ 14:50

精華台五丁目（集会所前） 15:10 ～ 16:10
　中　（集会所前） 13:30 ～ 14:00 金曜日

（第2・4週）
10日
24日

10日
24日光　台（ひかりだい保育所駐車場） 14:30 ～ 15:20

西　北（三角田北駐車場） 15:50 ～ 16:30

地域（場所） 時間 曜日 2月 3月
僧　坊（集会所前） 13:20 ～ 13:50

火曜日
（第1・3週）

7日
21日 7日　舟　（集会所前） 14:10 ～ 15:00

光台八丁目（集会所前） 15:30 ～ 16:30
北ノ堂（集会所前） 13:20 ～ 14:00

水曜日
（第1・3週）15日 1日

15日菱　田（集会所前） 14:20 ～ 15:10
精華台三丁目（集会所前） 15:30 ～ 16:30
中久保田（集会所前） 13:20 ～ 13:50

木曜日
（第1・3週）16日 2日

16日　東　（集会所前） 14:10 ～ 14:50
桜が丘一丁目（集会所前） 15:20 ～ 16:20
馬　渕（集会所前） 13:20 ～ 13:50

金曜日
（第1・3週）17日 3日

17日東　畑（集会所グラウンド） 14:20 ～ 14:50
桜が丘四丁目（集会所前） 15:10 ～ 16:10

図書館カレンダー 2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

■：休館日
図書館休館日・・・ 毎週月曜日、２月１日（水）～３日（金）蔵書点検・22日（水）館内整理日・23日（祝・木）、３月21日（祝・火）・30日（木）

館内整理日

※運行日は本誌発行日以降の日程のみ掲載しています。

　６歳から15歳までの間に、日本を含め
た６カ国の学校を経験したナージャ。国に
よって、教室の机のレイアウトから、テス
トの点のつけ方、体育の並び方まで、いろ
いろなことがちがってびっくり。人見知り

のナージャが戸惑いながら観察していると、そこには納得の理
由がありました。その国が教育で何を大切にしているかによっ
て、学び方がずいぶん変わってくるんです。どの国の学校もい
いなぁと、目からうろこがぽろぽろ落ちてきますよ。

『６ヵ国転校生 ナージャの発見』
 キリーロバ・ナージャ

『ぷちぷちまめこ』　
 川北 亮司

今月のおすすめ本

　京都府教育委員会・京都府図書館等連絡協議会主催の
「子ども読書本のしおりコンテスト」の入賞作品と町内
の方の応募作品を展示しています。
期間　２月16日（木）～28日（火）
場所　図書館入口付近

第11回子ども読書本のしおりコンテスト作品展示

日時　３月19日（日）　午前10時～ 11時
　　　（受付・開場午前９時45分～）　
場所　精華町交流ホール（町役場２階）

対象　町内在住・在学・在園の方とその保護者
定員　先着20組
内容　�紙の輪っかにキラキラシールを貼ったり絵を描い

たりして、けん玉にします。
講師　精華町シルバー人材センター会員
申込方 法　２月16日（木）～３月３日（金）に、町立

図書館・移動図書館の窓口へ直接、または電話で
申し込んでください。定員になり次第、受け付け
を終了します。

　　　※３歳以上の方はマスクを着用してください。
図書館親子手作り教室「紙けん玉づくり」

　まめこはえだまめが大好きな女の子。お
なかいっぱいえだまめを食べたくて、畑に
種をうえながら「おいしいえだまめが、い
っぱいできますように」とおいのりしまし
た。ところがそこへ、なすがやってきて

「おいのりだけではだめなす」って言うんです。おまけに、か
ぼちゃやとうもろこしたちもやってきて、やいのやいのと無茶
なことを言いはじめます。それでもめげないまめこ。えだまめ
をおなかいっぱい食べられるのでしょうか？


